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市の人口と世帯　77,786人（前月比＋１人）　男38,528人　女39,258人　世帯数 30,274世帯   【６月１日現在】

夜空を見上げてみよう（葦穂地区の空）
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● オンラインで回答できます　　　　　　Ｐ６
　 ～平成 27 年国勢調査～　　

● 石岡市農業委員会委員一般選挙　　 　Ｐ６
　　   　              
● 介護保険制度　改正のポイント　　　   P10

● 浄化槽をお使いの皆さんへ　　　　　   P13
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ち
ょ
っ
と
一
息

　
　
　星
空
散
策

何
光
年
も
の
彼
方
か
ら
光
を
届
け
る
星
た
ち
。

宇
宙
は
、
大
人
で
も
解
け
な
い
不
思
議
で
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

夜
空
を
見
上
げ
る
と
宇
宙
の
中
に
立
っ
て
い
る
自
分
に
気
付
き
、

何
だ
か
気
持
ち
が
穏
や
か
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

石
岡
市
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
を
し
な
が
ら
星
空
が
見
え
る
つ
く
ば
ね
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
や
、
星
空
の
も
と
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
る
石
岡
運
動
公
園
な
ど
、

夜
空
が
き
れ
い
に
見
え
る
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

夏
は
天
の
川
が
明
る
く
は
っ
き
り
と
見
え
、

８
月
に
は
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
の
天
体
シ
ョ
ー
も
あ
り
ま
す
。

今
年
の
夏
休
み
は
親
子
で
天
体
観
測
な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う
。

広報いしおか７月１日号  №２３４　　２



太
陽
の
よ
う
に
自
ら
光
を
放
つ
星

を
恒
星
と
呼
び
ま
す

　

恒
星
の
表
面
温
度
は
２
２
０
０
～

６
万
℃
く
ら
い
ま
で
色
々
あ
り
、
そ

の
温
度
に
よ
っ
て
赤
く
見
え
た
り
青

く
見
え
た
り
し
ま
す
︒
夜
空
の
星
は

ほ
と
ん
ど
が
こ
の
恒
星
で
、あ
と
は
、

惑
星
と
月
が
あ
り
ま
す
︒
恒
星
の
周

り
を
回
っ
て
い
る
の
が
惑
星
で
、
地

球
は
惑
星
の
一
つ
で
す
︒

今
見
て
い
る
星
は

　
　
　ず
っ
と
昔
の
姿
？

　

１
光
年︵
約
９
兆
４
６
０
０
億
㎞
︶

と
は
、
光
が
１
年
か
か
っ
て
進
む
距

離
で
す
︒
例
え
ば
、
お
お
い
ぬ
座
の

シ
リ
ウ
ス
は
地
球
ま
で
は
８
・
６
光

年
で
、
光
が
届
く
ま
で
約
８
年
か
か

り
ま
す
︒
ち
な
み
に
太
陽
は
地
球
へ

光
が
届
く
ま
で
に
８
分
17
秒
か
か
り

ま
す
︒
つ
ま
り
見
て
い
る
太
陽
は
８

分
17
秒
前
の
姿
な
の
で
す
︒

　

皆
さ
ん
が
見
て
い
る
星
の
光
は
実

は
、
昔
の
星
の
姿
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
︒

夜
空
の
星
た
ち
を
結
ん
だ
星
座
は

ど
う
や
っ
て
で
き
た
の
？

　

今
か
ら
お
よ
そ
５
千
年
も
の
昔
、

チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
の
両
大

河
に
は
さ
ま
れ
た
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
地

方
︵
今
の
イ
ラ
ク
付
近
︶
で
、
羊
の

群
れ
を
追
っ
て
生
活
し
て
い
た
、
古

代
カ
ル
デ
ア
の
人
々
が
い
ま
し
た
︒

一
晩
中
、
星
々
を
眺
め
、
動
物
や
人

間
の
姿
に
見
立
て
星
座
の
姿
を
作
り

ま
し
た
︒
こ
れ
は
後
に
ギ
リ
シ
ア
に

伝
え
ら
れ
、神
話
に
結
び
付
け
ら
れ
、

今
の
星
座
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
︒星
座
は
古
代
の
人
々
に
と
っ
て
、

時
刻
を
計
り
、
季
節
の
移
り
変
わ
り

を
知
る
た
め
の
も
の
で
、
と
て
も
大

切
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
︒

１
９
３
０
年
に
国
際
天
文
学
連
合
に

よ
っ
て
全
天
で
88
星
座
を
確
定
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
︒

夜
空
の
星
を
見
上
げ
て
み
よ
う

★
夏
の
大
三
角
形

　

は
く
ち
ょ
う
座
の
デ
ネ
ブ
、
こ
と

座
の
ベ
ガ
、
わ
し
座
の
ア
ル
タ
イ
ル

を
結
ん
で
作
ら
れ
る
三
角
形
を
﹁
夏

の
大
三
角
形
﹂
と
呼
ん
で
い
ま
す
︒

こ
の
三
角
形
は
と
て
も
よ
く
見
え
る

の
で
、
星
座
を
探
す
手
が
か
り
に
な

り
ま
す
︒

★
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群

　

毎
年
決
ま
っ
て
見
え
る﹁
流
星
群
﹂

は
、
彗す

い
せ
い星
が
軌
道
上
に
ま
き
散
ら
し

て
い
っ
た
ち
り
で
す
︒　

　

毎
年
、
８
月
12
・
13
日
を
ピ
ー
ク

に
出
現
す
る
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群

は
、
ス
イ
フ
ト
・
タ
ッ
ト
ル
彗
星
が
、

そ
の
軌
道
上
に
残
し
た
ち
り
に
よ
る

も
の
で
す
︒
１
時
間
に
何
個
の
流
星

が
見
ら
れ
た
か
を
調
べ
て
み
て
も
良

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

おりひめとひこ星のはなし
　はた織りのおりひめと、牛飼いのひこ星はとても働き者
でしたが、新婚のあまり楽しい生活に入ると遊び暮らすよ
うになりました。これに怒った天帝は、二人を元の天の川
の両岸に戻し、１年に一度、７月７日の七夕の夜だけ会え
るようにしてしまいました。七夕は二人にとって１年に一
度のデートの日なのです。

参
考
文
献
：
学
研
の
図
鑑　

星
・
星
座

るようにしてしまいました。七夕は二人にとって１年に一

３　　広報いしおか７月１日号  №２３４

▲太陽系（イメージ）
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夏の大三角形



夏
休
み
自
由
研
究
の
ヒ
ン
ト
に

　
　
　

～
星
の
話
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中 

英
之

星
の
色
に
つ
い
て

　

何
気
な
く
夜
空
を
見
上
げ
る
と
、

ど
の
星
も
白
っ
ぽ
い
同
じ
色
の
よ
う

に
見
え
ま
す
が
、望
遠
鏡
や
双
眼
鏡
、

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
も
の
を
じ
っ

く
り
見
る
と
色
の
違
い
が
分
か
り
ま

す
︒

　

星
の
色
は
表
面
の
温
度
で
決
ま
り

ま
す
︒
温
度
が
高
い
も
の
か
ら
、
青

↓
白
↓
黄
色
↓
橙
↓
赤
と
な
っ
て
い

ま
す
︒
そ
れ
以
外
の
色
は
、
温
度
が

何
度
で
あ
っ
て
も
現
れ
ま
せ
ん
︒
で

す
か
ら
も
し
、
緑
や
紫
色
の
星
を
見

つ
け
た
場
合
は
、
科
学
者
で
も
上
手

に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で

し
ょ
う
︒

　

星
の
色
は
、
そ
の
星
の
寿
命
に
も

関
係
し
て
い
ま
す
︒
青
い
ほ
ど
若
い

星
で
、赤
い
星
は
年
寄
り
の
星
で
す
︒

太
陽
は
、
黄
色
と
橙
色
の
間
の
色
を

し
て
お
り
、
残
り
の
寿
命
は
50
億
年

く
ら
い
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
︒

恒
星
と
惑
星　

　

星
の
明
る
さ
は
、
等
級
で
表
さ
れ

ま
す
︒数
字
が
小
さ
い
方
が
明
る
く
、

大
き
い
と
暗
い
星
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
︒
望
遠
鏡
を
使
わ
ず
に
肉
眼

で
見
え
る
限
界
の
明
る
さ
が
６
等
星

で
、
そ
こ
か
ら
２
・
５
倍
明
る
く
な

る
と
等
級
が
ひ
と
つ
上
が
り
ま
す
︒

２
・
５
×
２
・
５
×
２
・
５
×
２
・
５
×

２
・
５
＝
９
７
・
６
５
６
で
、
６
等
星

か
ら
等
級
が
５
つ
上
が
っ
た
１
等
星

は
、
６
等
星
の
約
１
０
０
倍
明
る
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

夜
空
に
見
え
る
恒
星
の
中
で
一
番

明
る
い
の
は
、
お
お
い
ぬ
座
の
シ
リ

ウ
ス
で
す
︒
夏
以
外
の
季
節
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
︒
場
所
は
、
冬
の

代
表
の
星
座
で
あ
る
オ
リ
オ

ン
座
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま

す
︒

　

一
番
明
る
い
恒
星
の
シ
リ

ウ
ス
よ
り
も
明
る
い
星
が
見

つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

じ
ゃ
あ
、
一
番
で
は
な
い
だ

ろ
う
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
︒
シ
リ
ウ
ス
は
恒
星
の
中
で
一
番

で
す
︵
太
陽
以
外
で
は
︶︒
よ
っ
て
、

シ
リ
ウ
ス
よ
り
も
明
る
い
星
は
、
恒

星
で
は
な
い
星
と
い
う
こ
と
で
す
︒

シ
リ
ウ
ス
よ
り
も
明
る
く
見
え
る
星

は
、
惑
星
で
す
︒
自
分
で
光
を
出
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
太
陽
の
光
で

反
射
し
て
い
ま
す
︒
ほ
か
の
星
よ
り

も
ず
っ
と
近
く
に
あ
る
の
で
、
地
球

か
ら
は
と
て
も
明
る
く
見
え
ま
す
︒

夕
方
に
﹁
一
番
星
み
つ
け
た
﹂
と
い

わ
れ
る
星
は
、
惑
星
の
金
星
で
す
︒

天
の
川
は
季
節
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　見
え
方
が
違
い
ま
す　

　

天
の
川
は
一
年
中
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
夏
の
天
の
川
と
冬
の
天

の
川
で
は
見
え
方
が
違
い
ま
す
︒
夏

の
天
の
川
は
太
く
明
る
く
見
え
、
冬

の
天
の
川
は
細
く
暗
く
見
え
ま
す
︒

そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
︒

　

銀
河
系
の
形
と
、
地
球
や
太
陽
の

位
置
が
関
係
し
て
い
ま
す
︒
銀
河
系

の
中
に
、
太
陽
も
地
球
も
あ
る
の
で

す
が
、銀
河
系
の
真
ん
中
で
は
な
く
、

端
の
方
に
あ
り
ま
す
︒
銀
河
系
は
直

径
が
10
万
光
年
の
目
玉
焼
き
の
よ
う

な
形
を
し
て
い
ま
す
︒
地
球
と
太
陽

は
銀
河
系
の
端
か
ら
３
万
光
年
く
ら

い
の
場
所
に
あ
り
ま
す
︒
銀
河
系
を

横
か
ら
見
る
と
次
の
図
の
よ
う
に
な

り
ま
す
︒
夏
に
は
銀
河
の
中
心
方
向

が
天
の
川
と
し
て
見
え
、
冬
に
は
銀

河
の
外
側
が
天
の
川
と
し
て
見
え
ま

す
︒

広報いしおか７月１日号  №２３４　　４

田中 英之さん
石岡中の教諭を務める傍
ら、市内の発明クラブでも
子どもたちに理科の楽しさ
を伝えています。

３万光年 ７万光年

太陽と
地球の
位置

夏の天の川（中心方向）

冬の天の川（外側方向）

銀河系
（星のあつまり）



★星を観察するときの注意とポイント

₁必ず大人と一緒に行き、危険な場所には近づかない。
₂暗やみでは、足元が見えにくいので、走らない。
₃周りの迷惑にならないよう大声を出さない。
₄真夏でも、夜露に濡れると体が冷えるので注意する。
なるべく肌を出さない服装で。
持ち物
・虫よけスプレー・飲み物・レジャーシート・星座早
見盤・赤いセロハンをかぶせた電灯・方位磁針・筆記
用具・ノート・星座図鑑など
星を探す
　家の明かりや外灯が少ない場所を選ぶ。木立が低く、
空が開けている所が良い。明るい光を見ると、星が見
えなくなってしまうので、懐中電灯に赤いセロハンを
付けて暗闇に目を慣らそう。

　

つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
の
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
直
径
が
25
・
６

ｍ
あ
り
、
世
界
最
大
級
の
大
き
さ
で

す
︒
こ
の
大
き
な
ド
ー
ム
の
中
に
、

満
天
の
星
と
迫
力
の
全
天
周
映
像
が

広
が
り
ま
す
︒

　

生
解
説
に
よ
る
季
節
の
星
座
解
説

や
同
セ
ン
タ
ー
企
画
に
よ
る
番
組
を

上
映
し
て
い
る
ほ
か
、
子
ど
も
向
け

に
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場

し
、
星
空
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る

こ
ど
も
番
組
も
上
映
し
て
い
ま
す
︒

■
オ
リ
ジ
ナ
ル
番
組

『
楽
し
い
星
座
さ
が
し　

〜
絵
本
作

家
Ｈ
．
Ａ
．
レ
イ
の
世
界
〜
』 

　

絵
本
作
家
ハ
ン
ス
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・

レ
イ
氏
が
提
案
し
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
星
座
の
つ
な
ぎ
方
、
見
付
け
方
を

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
紹
介
し
ま
す
︒

■
星
空
生
解
説

『
見
上
げ
て
み
よ
う
！

　
　
　
　

今
日
の
星
空 

ー
夏
ー
』

　

こ
と
座
・
わ
し
座
・
は
く
ち
ょ
う

座
の
星
を
結
ん
で
、
夏
の
大
三
角
を

見
つ
け
よ
う
︒

■
こ
ど
も
番
組

『
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

ち
び
ま
る
子

ち
ゃ
ん　

星
に
ね
が
い
を
』

　

７
月
４
日
︵
土
︶
か
ら
︒
土
・
日
・

祝
日
・
夏
休
み
期
間︵
７
月
18
日︵
土
︶

～
８
月
31
日
︵
月
︶︶
に
上
映

■
特
別
番
組

『
富
士
の
星

ほ
し
ご
よ
み

暦
』

　

富
士
と
空
と
が
織
り
な
す
神
秘
の

景
色
︒

イ
ベ
ン
ト
情
報

７
月
天
体
観
望
会
「
土
星
」

　

つ
く
ば
か
ら
見
え
る
夏
の
星
座
や

天
体
を
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
鑑
賞

後
、
屋
外
で
望
遠
鏡
を
使
っ
た
星
空

観
察
を
行
い
ま
す
︒

日
時　

７
月
18
日
︵
土
︶

　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

参
加
費　

４
１
０
円

定
員　

１
０
０
人

申
込
方
法　

６
月
18
日
︵
木
︶
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
付
中
︒
※
天
候

不
良
時
は
星
空
観
察
が
惑
星
儀
な
ど

の
工
作
に
な
り
ま
す
︒

予
告

■
夏
の
特
別
展　

「
ひ
か
り
〜
身
近
な
光
の
科
学
〜
」

期
間　

７
月
18
日
︵
土
︶
～

　
　
　

８
月
31
日
︵
月
︶

星空をもっと見たい
人はプラネタリウム
がおすすめ

つくばエキスポ
センター

所在地
〒 305-0031 
茨城県つくば市吾妻 2-9 
☎ 029-858-1100
　http://www.expocenter.
or.jp/

▲光学式プラネタリウムによる星々

ＨＰ

５　　広報いしおか７月１日号  №２３４

▲つくばエキスポセンター全景
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☝市内星空観測スポット
・つくばねオートキャンプ場

キャンプをしながら星空ウォッチング！

小幡 2132-14 ☎ 42-2922

・やさと温泉ゆりの郷

温泉につかりながらゆったりと夜空を！

小幡 1416 ☎ 42-4126

営業時間　午前 10 時～午後 10 時　

・石岡運動公園

ウォーキングしながら星空を見上げよう！

南台 3-34-1 ☎ 26-7210

※石岡商業高校側駐車場をご利用くださ

い。



選 挙

市　政

石
岡
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

７
月
12
日
（
日
）
投
票
日

　

７
月
12
日
（
日
）
に
執
行
予
定
の

石
岡
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

（
定
数
20
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

☝
注
意
点

　

国
会
に
提
出
さ
れ
た
法
律
案
『
農

業
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
法
律
』
が
成
立
し
、
選
挙
の
告

示
の
日
（
７
月
５
日
）
よ
り
も
前
に

公
布
さ
れ
た
場
合
は
、
農
業
委
員
会

委
員
一
般
選
挙
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

無
投
票
に
な
っ
た
場
合
は
、
防
災
行

政
無
線
に
よ
る
放
送
の
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
投
票
日
時
・
場
所

日
時　

７
月
12
日
（
日
）

　
　
　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

場
所　

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る

投
票
所

▼
投
票
で
き
る
人

　

平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
で
満
20

歳
以
上
（
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い

る
人

▼
期
日
前
投
票

期
間　

７
月
６
日（
月
）～
11
日（
土
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

場
所　

投
票
区
に
よ
っ
て
期
日
前
投

票
の
場
所
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

《
投
票
区
》

第
１
～
６
投
票
区
（
石
岡
地
区
）
…

石
岡
市
役
所

第
７
～
14
投
票
区
（
八
郷
地
区
）
…

八
郷
総
合
支
所

▼
立
候
補
者
に
つ
い
て

　

立
候
補
者
一
覧
（
告
示
の
写
し
）

を
７
月
６
日
（
月
）
～
11
日
（
土
）

の
期
間
中
、
市
役
所
総
務
課
と
支
所

総
務
課
窓
口
で
お
渡
し
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
。
※
選
挙
公
報
の
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
投
開
票
の
速
報
に
つ
い
て

　

開
票
は
午
後
７
時
15
分
か
ら
支
所

で
行
い
、投
開
票
の
状
況
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
５
）

オンライン回答のメリット

・パソコンやスマートフォンでら
くらく回答！ 
・記入漏れなどの問合せがこな
い！ 
・調査員へ提出する必要がなく、
回収の日程調整がいらない！ 
・個人情報の保護がより強化され
て安心！ 

市　政
統 計

オ
ン
ラ
イ
ン
で
回
答
で
き
ま
す

　
　

 

〜
平
成
27
年
国
勢
調
査
〜

広報いしおか７月１日号  №２３４　　６

　

平
成
27
年
10
月
１
日
に
、
全
国
一

斉
に
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
国

勢
調
査
は
、
日
本
国
内
に
住
む
す
べ

て
の
人
と
世
帯
を
対
象
と
す
る
、
国

の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
国
勢
調
査
と
は

　

国
勢
調
査
は
、
国
内
の
人
口
や
世

帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

統
計
法
と
い
う
法
律
に
基
づ
い
て
５

年
に
一
度
実
施
さ
れ
る
統
計
調
査
で

す
。
今
回
の
調
査
は
、
大
正
９
年
の

第
１
回
調
査
か
ら
数
え
て
20
回
目
に

あ
た
り
ま
す
。

▼
調
査
対
象
・
調
査
期
日

　

平
成
27
年
10
月
１
日
現
在
、
日
本

国
内
に
住
ん
で
い
る
、
外
国
人
を
含

む
す
べ
て
の
人
と
世
帯
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

▼
調
査
内
容

　

大
き
く
分
け
る
と
「
世
帯
員
に
関

す
る
事
項
」
と
「
世
帯
に
関
す
る
事

項
」
の
２
つ
で
す
。

【
世
帯
員
に
関
す
る
事
項
】

　

男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
配
偶

の
関
係
、
就
業
状
態
、
従
業
地
ま
た

は
通
学
地
な
ど
13
項
目

【
世
帯
に
関
す
る
事
項
】

　

世
帯
員
の
数
、
住
居
の
建
て
方
な

ど
４
項
目

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
が
可
能
に
！

調
査
・
回
答
方
法
は
、
調
査
員
が
世

帯
を
訪
問
し
、
調
査
票
の
配
布
・
回

収
す
る
「
調
査
員
調
査
」
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
紙
の
調
査
票
で
の
回
答
に

加
え
、
今
回
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
で
の
回
答
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　

調
査
票
の
配
布
に
先
行
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
回
答
期
間
を
設
定
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
回
答

用
の
Ｉ
Ｄ
を

す
べ
て
の
世

帯
に
配
布
し

ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
回
答

で
き
ま
す
。

　

回
答
期
間
の
終
了
後
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
回
答
が
な
か
っ
た
世
帯
の

み
、
紙
の
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

▼
調
査
・
回
収
の
流
れ

９
月
上
旬

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
用
Ｉ
Ｄ
を
配
布

　

⇩
９
月
中
旬　
　

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
オ

ン
ラ
イ
ン
回
答　

⇨
回
答
終
了

９
月
下
旬　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
が
な
い
世
帯
に
調

査
票
を
配
布

　

⇩
10
月
上
旬　
　

調
査
票
を
回
収

　

⇩
回
答
終
了

■
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
２
４
）



くらし
税 金

市
税
の
滞
納
処
分
を
強
化
し
て
い
ま
す

滞
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
・
・
・

滞
納
処
分
（
差
押
）
を
行
い
ま
す

　

地
方
税
法
な
ど
で
は
、
滞
納
者
の

市
税
に
つ
き
、
そ
の
財
産
を
差
し
押

さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な

く
、
再
三
の
督
促
・
催
告
に
も
応
じ

ず
、納
付
相
談
も
な
い
滞
納
者
に
は
、

納
付
し
て
い
る
人
と
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
、
財
産
調
査
を
行
い
、
滞
納

処
分
（
差
押
）
を
行
い
ま
す
。

　

滞
納
処
分
と
は
、
任
意
の
意
思
に

関
わ
ら
ず
、
滞
納
者
の
財
産
を
差
し

押
さ
え
、換
価
し
、換
価
代
金
を
も
っ

て
、
滞
納
税
に
充
当
す
る
一
連
の
強

制
手
続
き
の
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
本
人
の
同
意
の
な
い
差
押
も
有

効
で
す
。

給
与
・
預
貯
金
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
と
…

・
給
与
の
場
合
は
勤
務
先
に
、
預
貯

金
の
場
合
は
金
融
機
関
に
「
差
押
通

知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

・
差
し
押
え
た
給
与
・
預
貯
金
は
、
換

価
し
、
換
価
代
金
は
滞
納
税
に
充
当
さ

れ
ま
す
。

給　与 預貯金 不動産 自動車

ほか、年金・生命保険・所得税還付金・出資金など

不
動
産
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
と
…

・
不
動
産
の
登
記
簿
上
に
「
差
押
」

の
表
示
が
さ
れ
ま
す
。

・
本
人
に
「
差
押
書
」、
抵
当
権
者

な
ど
登
記
簿
上
の
権
利
者
に
「
差
押

通
知
書
」
を
送
付
し
、
不
動
産
を
差

し
押
え
た
こ
と
を
通
知
し
ま
す
。

・ 

差
押
後
も
納
付
が
な
い
場
合
は
「
公

売
」
を
行
い
、
売
却
代
金
は
滞
納
税

に
充
当
さ
れ
ま
す
。

差
し
押
さ
え
を
解
除
す
る
に
は
…

・
差
し
押
さ
え
の
対
象
と
な
っ
た
市

税
と
納
付
日
ま
で
の
延
滞
金
を
、
す

べ
て
納
付
す
れ
ば
解
除
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
の
す
す
め

　

市
税
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う

に
、
口
座
振
替
が
お
す
す
め
で
す
。

安
全
で
便
利
な
口
座
振
替
を
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
市
内
の
金
融
機
関
の

窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
市
外
の

金
融
機
関
で
の
お
申
し
込
み
は
、
収

納
対
策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
口
座
振
替
を
利
用
で
き
る
金
融
機

関
〉

常
陽
銀
行
・
東
日
本
銀
行
・
筑
波
銀

行
・
水
戸
信
用
金
庫
・
中
央
労
働
金

庫
・
茨
城
県
信
用
組
合
・
新
ひ
た
ち

野
農
業
協
同
組
合
・
や
さ
と
農
業
協

同
組
合
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
順
不
同
）

納
税
相
談
・
納
付
受
付

　

早
期
完
納
と
な
る
よ
う
納
税
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
市
役
所
開
庁
時

間
に
納
税
相
談
が
で
き
な
い
人
の
た

税の公平性を保つため
悪質な滞納者には滞納処分を
実施しています

　市税は、道路・上下水道・福祉・
教育・防災など、安全で住みよいま
ちづくりのために使われる貴重な財
源です。
　市税を滞納することは、納期内に
納税している大多数の市民の皆さん
との公平性を欠くことになり、市の
財政を圧迫し、市民サービスに支障
をきたすことになります。
　市では納付できるにもかかわら
ず、納税に誠意の見られない滞納者
には滞納処分（差押）を強化してい
ます。

め
に
、
夜
間
、
休
日
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
早
め
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

夜
間　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
５
時
15
分
～
７
時

休
日　

毎
週
土
曜
日
（
年
末
年
始
除

　
　
　

く
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
問
い
合
わ
せ

収
納
対
策
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

滞納処分の対象財産

滞納処分の流れ

⬇

　督促・催告 … 納期限までに完納していない場合、
　　　　　　　　督促状を送ります。　
　財産調査　 … 勤務先や金融機関など資産や収入の
　　　　　　　　調査をします。　　　　　　
　差　押　　 … 給与・預貯金・不動産などの差し押
　　　　　　　　さえを行います。
　換　価　　 … 公売・取り立てにより滞納している
　　　　　　　　税金に充てられます。

７　　広報いしおか７月１日号  №２３４



保 険

福　祉

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
　
　
　加
入
の
皆
さ
ん
へ

　

新
し
い
被
保
険
者
証
と
納
入
通
知
書
を
送
付

　

８
月
か
ら
新
し
く
な
る
紺
色
の
被

保
険
者
証
を
７
月
中
旬
に
お
送
り
し

ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
に
病
院
な
ど
を
受

診
す
る
際
に
は
、
新
し
い
被
保
険
者

証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の

納
入
通
知
書
を
送
り
ま
す

医療費の自己負担は
どのくらい？

▶原則１割ですが、本人または同じ世帯の後
期高齢者医療制度被保険者の市民税課税所得
が 145 万円以上ある場合には３割です。た
だし次のいずれかの基準を満たす場合、申請
により 1割負担になります。

申請により 1 割負担になる人
1本人および同世帯の後期高齢者医療制度被
保険者の前年の収入合計額が 520 万円未満
2世帯の中で被保険者が１人、かつ本人の収
入が 383 万円未満
3世帯の中で被保険者が１人、かつ本人と同
世帯の 70 ～ 74 歳の人との収入合計が 520
万円未満
※該当する人には、６月下旬に通知をお送り
しています。

均等割額
軽減 改正前 改正後

５割軽減
総所得金額等が33万円
+（24.5 万円×被保険
者数）を超えない世帯

総所得金額等が33万円
+（26 万円×被保険者
数）を超えない世帯

２割軽減
総所得金額等が33万円
+（45 万円×被保険
者数）を超えない世帯

総所得金額等が33万円
+（47 万円×被保険者
数）を超えない世帯

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

・
市
役
所 

保
険
年
金
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
３
４
）

・
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
１
２
８
）

・
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合 

事
業
管
理
課

☎
０
２
９
・
３
０
９
・
１
２
１
３

　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
「
１

割
」
ま
た
は
「
３
割
」
で
す
。
前
年

の
所
得
に
応
じ
て
毎
年
８
月
１
日
に

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
均
等
割
額
の
軽

減
対
象
が
拡
大
し
ま
し
た
。

▼
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人

　

８
月
上
旬
に
「
保
険
料
額
決
定
通

知
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
普
通
徴
収（
納
付
書
で
納
付
）の
人

　

７
月
下
旬
に
「
保
険
料
額
決
定
通

知
書
兼
納
入
通
知
書
」
を
お
送
り
し

ま
す
。

対
象
者

1
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人

2
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
合
わ
せ
た
１
回
あ
た
り
の

保
険
料
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の

１
を
超
え
る
人

3
平
成
27
年
２
月
２
日
以
降
に
被
保

険
者
と
な
っ
た
人

4
平
成
26
年
10
月
以
降
に
特
別
徴
収

が
中
断
し
た
人
（
市
民
税
申
告
な
ど

に
よ
り
保
険
料
が
減
額
に
な
っ
た

人
）

5
「
保
険
料
の
口
座
振
替
に
よ
る
徴

収
方
法
変
更
申
請
書
」
を
提
出
し
年

金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
へ
変
更
し

た
人

※
3
に
該
当
す
る
人
の
う
ち
６
月
１

日
ま
で
に
被
保
険
者
に
な
っ
た
人
と

4
に
該
当
す
る
人
は
、
平
成
27
年
10

月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
予
定
で

す
。

　

平
成
27
年
度
の
保
険
料
率
は
昨

年
に
引
き
続
き
、
均
等
割
額
が

３
万
９
５
０
０
円
、
所
得
割
率
が

８
％
で
す
。

　

保
険
料
の
賦
課
限
度
額（
上
限
額
）

は
57
万
円
で
す
。

保
険
料
率
に
つ
い
て

広報いしおか７月１日号  №２３４　　８

新
し
い
被
保
険
者
証
を

　
　
　
　
　
　送
り
ま
す

自
己
負
担
割
合
を

　
　
　
　
　見
直
し
ま
す

改
正
点
に
つ
い
て



福　祉
国民年金

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
納
付
に
困
っ
た
と
き
は
…

　

全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
保
険

料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、

年
金
額
は
半
分
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
１
万
５
５
９
０
円
（
月
額
）。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
と
き
は
、
次
の
三
つ
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
申
請
は
、
原
則
毎
年
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、申
請
日
よ
り
２
年
１
か
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
申
請
で
き
ま
す
。

　

一
部
免
除
し
た
期
間
は
、
保
険
料

を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
年

金
額
は
８
分
の
３
か
ら
８
分
の
１
程

度
少
な
く
な
り
ま
す
。

※
納
付
す
べ
き
一
部
の
保
険
料
が
納

付
さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
期
間
の
一

部
免
除
が
無
効
（
未
納
と
同
じ
）
に

な
り
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額

に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
障
が
い
や
死

亡
と
い
っ
た
不
測
の
事
態
が
生
じ
た

場
合
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
　

日
本
年
金
機
構 

土
浦
年
金
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
５
・
１
１
７
０

保
険
年
金
課　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
８
）

全額免除になる
　　　　前年所得の基準

（扶養親族等の数＋１）×

　　35万円＋ 22万円　  以内

一部免除になる前年所得の基準

1４分の３免除　　
　　　78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等　　以内
2半額免除
 　　 118 万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等　　以内
3４分の１免除
　  　  158 万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等　　以内

猶予になる前年所得の基準
申請人本人、申請者の配偶者のそれぞれが

（扶養親族等の数＋１）×
　　　　　35万円＋ 22万円　以内

1
全
額
免
除
制
度

2
一
部
免
除
制
度

若
者
の
皆
さ
ん
へ

▼
「
年
金
制
度
に
将
来
は
な
い
か
ら

保
険
料
は
納
め
な
い
」
と
考
え
る
人

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
年
金

は
老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
障
が
い
や
死
亡
の
た
め
の
備
え

で
も
あ
り
ま
す
。

▼
未
納
を
続
け
て
い
る
と
、
将
来

や
っ
ぱ
り
年
金
が
欲
し
い
と
思
っ
た

時
に
「
受
給
資
格
期
間
の
25
年
」
を

満
た
す
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

▼
保
険
料
納
付
で
悩
ん
で
い
る
人

は
、
免
除
・
猶
予
制
度
の
利
用
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

3
猶
予
制
度

※
全
額
免
除
制
度
や
一
部
免
除
制
度

の
申
請
に
は
、申
請
者
本
人
の
ほ
か
、

配
偶
者
と
世
帯
主
も
所
得
基
準
の
範

囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
平

成
27
年
７
月
〜
28
年
６
月
分
の
申
請

は
、
平
成
26
年
の
所
得
で
審
査
さ
れ

ま
す
。

若年者納付猶予制度

　30 歳未満の人に限り、親などの世帯主の所
得に関わらず、保険料の納付が猶予される制度
です。

学生納付特例制度

猶予になる前年所得の基準
118 万円　＋（扶養親族等の数× 38万円）　＋　
　　　　　　　　　　　社会保険料控除額等　　以内

　学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、
高等専門学校、専修学校、各種学校（修業年限が１年以上ある
課程）、一部の海外大学の日本分校在学者が対象です。
　不慮の事故やスポーツ・病気などで身体に障がいが残った場
合に受け取れる障害基礎年金の受給資格期間に算入されます。

９　　広報いしおか７月１日号  №２３４



介護保険制度
制度改正のポイント

平成27年7月までの所得での段階区分

利用者負担段階区分 上限額
（世帯合計）

一般 37,200 円

住民税非課税世帯 24,600 円

　・合計所得金額と課税年金収入　　
　　額の合計が 80万円以下の人
　・老齢福祉年金の受給者

15,000 円

（個人）

生活保護の受給者
利用者負担を 15,000 円に減額するこ
とで生活保護の受給者とならない場合

15,000 円

▶ 65 歳以上（第 1号被保険者）で
一定所得以上の利用者負担が、１割
から２割になります。
　要支援、要介護の認定を受けた人
には、利用者負担の割合（１割また
は２割）が記載された「介護保険負
担割合証」を発行します。

※一定以上所得者とは、本人の合計
所得金額が 160 万円以上で、同一
世帯の第１号被保険者の「年金収入
＋その他の合計所得金額」が単身世
帯で 280 万円以上、２人以上世帯
で 346 万円以上の人です。

一定以上所得者は、
利用者負担が２割に

\ ポイント /　

▶介護保険の利用者負担（月額）の
上限を超えると支給される「高額介
護サービス費」に「現役並み所得者」
が新設されます。

※現役並み所得者とは、同一世帯
に課税所得 145 万円以上の人がい
て、年収が単身 383 万円以上、夫
婦 520 万円以上の人です。

※市役所介護保険室か支所市民窓口
課へ申請が必要です。

高額介護サービス費の
上限額を新設

\ ポイント /　

　今回の改正では、介護サービスの充実と制度を
維持するため費用負担の公平化を図ります。

\ ８月改正 /

利用者負担段階区分 上限額
（世帯合計）

現役並み所得者 【新設】 44,400 円

一般 37,200 円

住民税非課税世帯 24,600 円

　・合計所得金額と課税年金収入　　
　　額の合計が 80万円以下の人
　・老齢福祉年金の受給者

15,000 円

（個人）

生活保護の受給者
利用者負担を 15,000 円に減額するこ
とで生活保護の受給者とならない場合

15,000 円

平成27年８月からの所得での段階区分

住民税非課税世帯

　・合計所得金額と課税年金収入　　

■ 問い合わせ
介護保険室　☎ 23‒1111（内線 148）

広報いしおか７月１日号  №２３４　１０

課へ申請が必要です。課へ申請が必要です。



介護保険制度

▶医療保険と介護保険の年間の自己
負担の合計額が、世帯の負担限度額
を超えた場合に支給されます。70
歳未満の人の限度額が変更になりま
す。
　詳しくは下の表をご確認ください。

　　　　　 ※対象者には１月ごろ、
　　　　　 申請書を送付します。

高額医療・高額介護
合算制度の限度額

\ ポイント /　

▶住民税非課税世帯の人には、施設
サービスの居住費と食費の自己負担
の上限額が設けられています。

・世帯分離している配偶者が住民税
課税者である場合は、対象になりま
せん。
・預貯金などが単身1,000万円以下、
夫婦 2,000 万円以下である人が対
象です。

※市役所介護保険室か支所市民窓口
課へ申請が必要です。

特定入所者
介護サービス費の給付要件

\ ポイント /

合算制度の負担限度額（年額）

70 歳未満の人

所　得 ～平成 27年
　　　   ７月 所　得 平成 27年

       ８月～

1 600 万円超 126 万円 901 万円超 212 万円

2 1・3以外   67 万円 600 万円超
901 万円以下 141 万円

3住民税非課税世帯
（かつ世帯員の各所
得が０円）

  34 万円 210 万円超
600 万円以下   67 万円

210 万円以下   60 万円

住民税非課税世帯   34 万円

▶介護保険の被保険者の範囲は40歳以上です。
被保険者は、第 1号被保険者といわれる 65歳
以上の人、第 2号被保険者といわれる 40歳か
ら 64歳までの人で医療保険に加入している人
になります。

▶保険給付は、被保険者が要支援状態や要介護
状態である場合に対象になります。これは入浴、
トイレ、食事などの日常生活で、介護が必要に
なった場合などがあげられます。 また第 2号
被保険者の場合、脳卒中や初老期における認知
症などの特定疾病によって要介護状態になった
ときにも適用されます。

１１　広報いしおか７月１日号  №２３４

　　　　　 ※対象者には１月ごろ、　　　　　 ※対象者には１月ごろ、
　　　　　 申請書を送付します。　　　　　 申請書を送付します。



プール

楽しむ

７
月
18
日
～

　

プ
ー
ル
が
始
ま
り
ま
す

ジ オ

学　ぶ

恋
瀬
川
ジ
オ
ツ
ア
ー

　
　

～
恋
瀬
川
を
ま
る
ご
と
知
ろ
う
～

講 座

楽しむ

石
岡
市
旭
台
会
館
講
座
開
講　

　
　

～
夏
休
み
…
ふ
れ
あ
い
講
座
～

八
郷
総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル

開
設
期
間
／
７
月
18
日
（
土
）
～
８

月
30
日
（
日
）　

午
前
９
時
～
午
後

５
時

休
館
日
／
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
、
翌
日
が
休
館
日
）

注
意
／
３
歳
か
ら
利
用
で
き
ま
す

が
、６
歳
未
満
の
幼
児
は
保
護
者（
水

着
着
用
）
の
同
伴
が
必
要
。
浮
き
輪

や
遊
具
な
ど
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。

ま
た
水
遊
び
専
用
パ
ン
ツ
で
は
入
水

で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

八
郷
総
合
運
動
公
園

☎
４
３
・
６
８
８
４

海
洋
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル

開
放
期
間
／
７
月
18
日
（
土
）
～
８

月
30
日
（
日
）　

午
前
９
時
～
午
後

６
時
30
分

休
館
日
／
月
曜
日
・
８
月
13
～
15
日

※
機
械
点
検
、
清
掃
な
ど
で
臨
時
休

館
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

注
意
／
３
歳
か
ら
利
用
で
き
ま
す

が
、小
学
２
年
生
ま
で
は
保
護
者（
水

着
着
用
）
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
・
５
１
９
１

利用時間
料金

幼児 小・中学生

 午前９時～ 
 午後６時 30 分

（午前 11 時 30 分～午
後 1 時・午後３時 30
分～４時は除く）

100 円 200 円

※ 70 歳以上は無料です。

利用時間
料金

幼児 小・中学生 一般

午前９時～正午 100 円 200 円 300 円

午後 1 時～５時 100 円 250 円 410 円

※ 70 歳以上は無料です。

　

恋
瀬
川
の
様
子
や
生
き
物
を
一
緒

に
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

上
流
で
は
川
の
中
に
入
っ
て
、
生

き
物
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
／
８
月
２
日
（
日
）
午
前
８
時

45
分
～
午
後
３
時
30
分

集
合
場
所
／
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広

場
（
そ
の
後
バ
ス
で
移
動
）

参
加
費
／
無
料

定
員
／
30
人
（
親
子
10
～
15
組
・
先

着
）

服
装
／
動
き
や
す
い
服
装
、
濡
れ
て

も
よ
い
靴
、
帽
子
な
ど

持
ち
物
／
昼
食
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

替
え
の
靴
、
着
替
え
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課

☎ 

２
３
・
１
１
１
１

（
内
線
２
２
６
）

思
い
出
を
残
そ
う

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
」
講
座

▼
世
界
に
一
つ
～
心
に
残
る
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
ア
ル
バ
ム
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

ブ
ッ
キ
ン
グ
で
思
い
出
を
ス
テ
キ
に

残
し
ま
せ
ん
か
？ 

日
時
／
８
月
７
・
21
日　

午
前
10
時

～
正
午
（
金
・
全
２
回
） 

講
師
／
小
島
哉
子
・
殿
塚
麗
先
生

定
員
／
親
子
20
組 

参
加
費
／
１
０
０
０
円

子
供｢

習
字｣

講
座

▼
夏
休
み
の
宿
題
を
楽
し
く
書
き
ま

し
ょ
う
。
学
校
に
提
出
す
る
作
品
を

仕
上
げ
ま
す
。

日
時
／
７
月
28
日
、
８
月
４
・
11
・

18
日　

午
前
10
時
～
11
時
30
分（
火
・

全
４
回
）

講
師
／
石
川
淳
先
生

定
員
／
８
人
（
小
学
３
～
６
年
生
）

参
加
費
／
無
料

楽
し
く
学
べ
る

｢

キ
ッ
ズ
英
会
話｣

講
座 

▼
歌
や
遊
び
の
中
か
ら
身
近
な
英
会

話
を
学
習
し
ま
す
。 

日
時
／
８
月
１
・
８
・
22
・
29
日

午
前
10
時
～
正
午
（
土
・
全
４
回
）

講
師
／
澤
田
布
美
子
先
生

定
員
／
10
人
（
年
長
～
小
３
） 

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
／
７
月
７
日
（
火
）
～
18

日
（
土
）　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
月
曜
日
は
休
館
。
定
員
を
超
え
る
と

抽
選
。
申
し
込
み
少
数
の
場
合
は
、
中

止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
旭
台
会
館 

☎
２
６
・
１
３
６
６　
　

℻
２
６
・
１
７
８
０

　

asahidai@sm
ile.ocn.ne.jp

広報いしおか７月１日号  №２３４　１２



浄 化 槽 を お 使 い の 皆 さ ん へ
浄化槽をきれいにしないと大変なことに…
あなたの家の浄化槽をチェック！

　浄
化
槽
は
、
微
生
物
な
ど
の
働
き
を
利

用
し
て
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
す
る
装
置

で
す
。
そ
の
た
め
、
浄
化
槽
の
機
能
を
十

分
に
発
揮
さ
せ
る
に
は
、
定
期
的
な
維
持

管
理（
保
守
点
検
・
清
掃
）と
定
期
検
査（
法

定
検
査
）
が
必
要
で
あ
り
、
法
律
に
よ
り

実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　適
正
な
維
持
管
理
と
定
期
検
査
を
行

い
、
浄
化
槽
を
正
し
く
使
う
よ
う
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問い合わせ
下水道課　☎ 43‒1111（内線 1227）

\ チェック２/
□　あなたの家の浄化槽は、
　　　　　　　合併浄化槽？
▶「浄化槽設置届出書」などの書
類の控えはありますか。
　もし記載項目の「処理の対象」
に「し尿のみ」と記載されていた
ら『単独処理浄化槽』、「し尿及び
雑排水」と記載されていたら『合
併処理浄化槽』です。
　「し尿処理」しかできない『単
独処理浄化槽』か「し尿と雑排水」
も浄化できる『合併処理浄化槽』
であるかは、環境にとってはとて
も重要なことです。もし『単独処
理浄化槽』ならすぐに『合併処理
浄化槽』に転換することをお薦め
します。 
※平成 13 年から「単独処理浄化
槽」の新規設置は原則として認め
られていません。 

\ チェック１/
□　適切な維持管理
　　　　　　　してますか？
ー保守点検・清掃・法定検査は

3点セットー
▶「保守点検」は、消毒剤を定期
的に補充し放流先が不衛生になら
ないようにする重要な作業で、年
３～４回行う必要があります。
　「清掃」は浄化槽内に溜まった
汚泥などを抜き取るもので年に 1
回以上行う必要があります。
　「法定検査」は年 1 回受ける必
要があります。
手続きが大変…という人には
▶３点セットの「一括契約システ
ム」が便利です。
■申し込み

（公社）茨城県水質保全協会
☎ 029‒291‒4004

\ チェック３/
□　単独浄化槽と合併浄化槽
　　はこんなにちがう！
－８倍の汚れが、そのまま河川に－
▶単独浄化槽は、トイレからの汚
水のみを処理し、台所やお風呂か
らの生活雑排水は、そのまま放流
されてしまいます。
　生活雑排水も合わせて処理でき
る合併処理浄化槽に転換すること
で、汚れの量を８分の１に減らせ
ます。
設置に補助金
▶市では、下水道認可区域外と農業
集落排水区域外にお住まいで、合併
浄化槽の設置を希望する人を対象に
補助金を交付しています。
※補助の数には限りがあります。
詳しくはホームページまたは下水
道課にお問い合わせください。

１３　広報いしおか７月１日号  №２３４

身近な水環境保全のため
合併処理浄化槽への転換を



　見事！被害を抑えた初期消火お

　　力で取り組む子どもたち全

　

５
月
22
日
、
第
44
回
石
岡
市
小
学

校
陸
上
記
録
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
19
校
、
６
９
８
人
の
児
童
が
参

加
し
、
４
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
や
ボ
ー

ル
ス
ロ
ー
な
ど
７
つ
の
競
技
に
分
か

れ
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競
い

ま
し
た
。

　

選
手
宣
誓
を
し
た
千
葉
陸り

く
と翔
さ
ん

（
園
部
小
）
は
「
自
己
ベ
ス
ト
を
出

せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
意
気

込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
会
場
は
、
仲
間
に
送
ら
れ

る
声
援
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

６
月
６
・
７
日
、県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
前
の
駐
車
場
で
、
第
26
回
や
さ
と

陶
器
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
市
内
で
活
躍
す
る
９
人
の
作

家
た
ち
が
出
店
。
シ
ン
プ
ル
な
器
や

カ
ラ
フ
ル
で
か
わ
い
ら
し
い
陶
器
の

小
物
、土
の
質
感
を
残
し
た
器
な
ど
、

市
内
在
住
の
作
家
た
ち
の
作
風
の
異

な
る
作
品
が
並
び
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
は
「
ど
ん
な
料
理
を
盛

ろ
う
か
と
想
像
す
る
の
が
楽
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　　らしを彩る地元の器暮

▲「どんな料理に合うかしら」と楽しそうな親子連れ

ま のち わ だ い楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。

▲市長から感謝状を受け取る田村さん

▲スタートの合図で一斉に駆けだす児童たち

月は社会を明るくする運動月間７

　

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
く
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」。
こ
の
運
動
に
つ
い
て
の
内
閣

総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
６
月

４
日
に
市
役
所
で
、
石
岡
地
区
保
護

司
会
（
会
長 

鈴
木
英
也
）
か
ら
市

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に
は「
犯

罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を

支
え
る
地
域
の
力
」
が
必
要
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▲市長へメッセージを手渡す鈴木会長
　

５
月
28
日
、
市
内
在
住
の
田
村
孝

一
さ
ん
が
、
消
防
協
力
者
と
し
て
市

長
か
ら
感
謝
状
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
村
さ
ん
は
石
岡
郵
便
局
に
配
達

員
と
し
て
勤
務
。
４
月
13
日
に
郵
便

配
達
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
三
村
で

起
こ
っ
た
建
物
火
災
に
遭
遇
。
通
報

と
初
期
消
火
を
行
い
、
迅
速
な
行
動

で
延
焼
拡
大
を
食
い
止
め
ま
し
た
。

　
「
と
に
か
く
無
我
夢
中
で
し
た
。

被
害
が
小
さ
く
て
ほ
っ
と
し
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

広報いしおか７月１日号  №２３４　１４



計調査員 13 人が永年勤続表彰統

　

５
月
13
日
、
永
年
勤
続
の
功
績
を

称
え
、
平
成
27
年
度
石
岡
市
統
計
功

労
者
表
彰
式
を
八
郷
総
合
支
所
で
行

い
ま
し
た
。
13
人
の
統
計
調
査
員
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
順
不
同
・
敬

称
略
）

【
市
統
計
協
議
会
会
長
表
彰
】

・
勤
続
30
年　

古
川
忠
一

・
勤
続
20
年　

大
和
田
千
代
子

【
市
長
表
彰
（
10
年
勤
続
）】

・
谷
田
川
泰
・
赤
津
恵
美
・
金
子
廣

明
・
浅
野
幸
一
・
江
畑
強
二
・
篠
喜

好
・
足
立
作
右
衛
門
・
石
田
豊
・
岡

野
敏
男
・
入
江
健
・
宇
田
雅
嘉

▲表彰を受けた統計調査員の皆さん

血は命をつなぐボランティア
ー感謝状贈呈式を開催ー献

　

５
月
21
日
、
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
27
年
度
石
岡
市
献
血
功
労

者
感
謝
状
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
50
回
以
上
献
血
を
し
た

人
で
、
茨
城
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
か
ら
推
薦
を
受
け
た
13
人
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
新
た
に
50
回
を
超
え
た

人
を
対
象
に
、
継
続
し
て
毎
年
度
実

施
す
る
予
定
で
す
。

▲感謝状を受け取った皆さん

▲霞ヶ浦の幸をふんだん使用したいづみ荘のお弁当に舌鼓　

普
段
、
車
で
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う

だ
け
の
道
や
場
所
。
し
か
し
自
分
の

足
で
歩
い
て
み
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し

た
気
付
き
や
感
動
の
断
片
が
見
つ
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
県
内
各
地
を

訪
れ
、
こ
れ
ま
で
の
価
値
観
を
見
直

し
新
し
い
旅
の
視
点
を
見
い
だ
す
企

画
「
旅
の
カ
フ
ェ
」（
主
催
「
旅
の

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ 

ｉ
ｎ 

石
岡
実
行
委
員
会
」）

が
、
６
月
７
日
、
石
岡
を
舞
台
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
抜
け
る
よ

う
な
青
空
の
も
と
、
石
岡
の
隠
れ
た

魅
力
を
知
ろ
う
と
、
県
外
か
ら
の
参

加
者
10
人
以
上
を
合
わ
せ
た
１
０
０

人
も
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

高
浜
地
区
の
白
菊
酒
造
と
小
倉
味

噌
店
を
見
学
後
、
東
日
本
で
２
番
目

の
大
き
さ
を
誇
る
舟
塚
山
古
墳
を
見

学
。
最
後
に
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
を

散
策
後
、
常
陸
國
總
社
宮
を
参
拝
す

る
と
い
う
コ
ー
ス
で
す
。
旅
の
場
面

ご
と
に
、
石
岡
で
生
ま
れ
石
岡
で

育
っ
た
人
々
が
旅
の
案
内
人
と
し
て

登
場
。

　

参
加
者
は
「
地
元
の
人
と
の
交
流
を

通
し
て
、
脈
々
と
営
ま
れ
て
き
た
、
石

岡
の
暮
ら
し
や
歴
史
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
石
岡
に
は
、
ず
っ
と
残
っ
て

欲
し
い
と
思
え
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

旅　のＣＡＦＥ＋プラス in 石岡　「水辺の暮らしと町通り、ずっと石岡」

１５　広報いしおか７月１日号  №２３４

▲酒蔵（白菊酒造）の中で酒造りについて聞き入る参加者たち



筑
波
連
山
天
空
ロ
ー
ド
＆

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
in
い
し
お
か
大
会

▼
８
月
30
日
（
日
）
に
第
２
回
筑
波

連
山
天
空
ロ
ー
ド
＆
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

in
い
し
お
か
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

石
岡
市
の
里
山
風
景
を
眺
め
な
が
ら

山
々
を
走
る
大
会
で
す
。

●
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
70
キ
ロ

●
ミ
ド
ル
コ
ー
ス
48
キ
ロ

●
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
25
キ
ロ

※
制
限
時
間
、
途
中
関
門
あ
り
。
参

加
申
し
込
み
は
石
岡
ト
レ
イ
ル
ク
ラ

ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
受
け
付
け

中
。
定
員
に
な
り
次
第
、
終
了
に
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
／
７
月
15
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ

石
岡
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ク
ラ
ブ

☎
２
４
・
４
４
２
８

　

 http://team
sportsjapan.jp

第
20
回
納
涼
祭

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
さ
と
、

介
護
老
人
保
健
施
設
サ
ン
グ
リ
ー
ン

や
さ
と
共
催
で
納
涼
祭
を
開
催
し
ま

す
。
模
擬
店
、
花
火
、
盆
踊
り
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
、
お
出
で
く
だ
さ
い
。

日
時
／
８
月
１
日
（
土
）　

午
後
６

時
30
分
～
８
時
30
分　

※
雨
天
時
は
８
月
２
日
（
日
）
に
実

施
。
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

乗
り
合
い
で
お
出
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
さ
と

☎
４
３
・
０
８
１
１

東
京
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
江
戸
の
老
舗
が
集
ま
る
日
本
橋
・

室
町
周
辺
散
策
と
日
本
銀
行
本
店
・

警
視
庁
を
見
学
し
ま
す
。

日
に
ち
／
８
月
４
日
（
火
）

集
合
場
所
／
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場

集
合
時
間
／
午
前
７
時

定
員
／
28
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
で
、
当
選
者
の
み
に
通
知
）

申
込
締
切
／
７
月
10
日
（
金
）

参
加
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
20

歳
以
上
の
人

参
加
費
／
１
５
０
０
円
（
高
速
、
駐

車
場
、
保
険
代
な
ど
含
む
）

※
昼
食
は
含
み
ま
せ
ん
。
自
己
都
合
に

よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
は
返
金
し
ま
せ
ん
。

内
容
／
石
岡
→
日
本
銀
行
（
見
学
）

→
日
本
橋
室
町
→
箱
根
駅
伝
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
地
→
将
門
の
首
塚
→
皇

居
外
苑
→
警
視
庁
（
見
学
）
→
石
岡

※
交
通
状
況
に
よ
り
コ
ー
ス
、
時
間

帯
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に

直
接
申
し
込
み

■
問
い
合
わ
せ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
２
４
・
０
３
２
２

石
岡
市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

市
民
大
会 

開
催
！

▼
暴
力
団
排
除
の
推
進
と
防
犯
な
ど

に
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
や
意
識
の

高
揚
を
図
り
、犯
罪
の
な
い
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、市
、石
岡
警
察
署
、市
教

育
委
員
会
が
協
力
し
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
18
日
（
土
）　

午
前
９

時
30
分
か
ら

場
所
／
石
岡
市
民
会
館

内
容
／
大
会
（
暴
力
団
排
除
）
宣

言
・
講
演
（
県
暴
力
追
放
推
進
セ
ン

タ
ー
）・
防
犯
活
動
報
告
・
演
劇
（
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ァ
ウ
ル
）・

吹
奏
楽
演
奏
（
府
中
中
学
校
）

入
場
料
／
無
料　

※
乗
り
合
い
で
お
出
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

1
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

（
内
線
１
４
１
）

情報ネット
ワーク

information

イ

ベ

ン

ト

月間交通事故件数
市内の事故発生状況【5/ 31 現在】
・発生件数　　　111 件（－ 14）
・死 者 数　　　1 人（0）
・負傷者数　　　146 人（－ 27）
・物損事故　　　793 件（＋ 47）
※（　）内は前年比の増減です。
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ

ＨＰ

広報いしおか７月１日号  №２３４　１６

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



フ
ラ
ン
ス
人
学
生
の

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
・
交
流
会 

▼
石
岡
市
に
３
週
間
滞
在
し
な
が

ら
、
日
本
語
・
日
本
文
化
を
学
ん
だ

フ
ラ
ン
ス
人
学
生
ら
に
よ
る
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
発
表
会
と
交
流
会
。

日
時
／
７
月
25
日
（
土
）
午
後
２
時

～
５
時 

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館 

会
議
室
１ 

参
加
費
／
無
料

※
参
加
者
が
料
理
な
ど
を
一
品
持
ち

寄
る
形
式
で
開
催
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

国
際
交
流
団
体
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
ー
ツ 

武
井
☎
２
３
・
６
５
８
２ 

高
校
生
対
象
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
る

き
っ
か
け
と
な
る
知
識
・
体
験
を
仲

間
と
語
り
ま
す
。

日
時
／
８
月
５
日
（
水
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

場
所
／
府
中
公
民
館
２
階
大
会
議
室

対
象
／
市
内
在
住
・
在
学
の
高
校
生

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
が
あ
る

人

内
容
／
講
義
・
先
輩
と
の
し
ゃ
べ
り

場定
員
／
30
人
（
先
着
）

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

自
衛
官
募
集

種
目
／
1
一
般
曹
候
補
生
2
自
衛
官

候
補
生　

い
ず
れ
も
陸
・
海
・
空

受
付
期
間
／
1
８
月
１
日
（
土
）
～

９
月
８
日
（
火
）
2
（
男
子
）
年
間

を
通
じ
て
受
け
付
け
（
女
子
）
８
月

１
日
（
土
）
～
９
月
８
日
（
火
）

応
募
資
格
／
い
ず
れ
も
18
歳
以
上
27

歳
未
満
1
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

2
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在

試
験
期
日
／
第
１
次
試
験
1
９
月

18
・
19
日
の
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

2
（
男
子
）
受
け
付
け
時
に
お
知
ら

せ
（
女
子
）
９
月
25
～
29
日
の
い
ず

れ
か
１
日
を
指
定

第
２
次
試
験
1

　

10
月
８
～
14
日
の

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

■
問
い
合
わ
せ

1
総
務
課
（
内
線
２
５
４
）

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
土
浦
地

域
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
６
９
８
６

平
成
27
年
度

い
ば
ら
き
防
災
大
学
受
講
者

日
時
／
９
月
12
日
・
10
月
17
・
31
日
・

11
月
21
日
（
土
・
全
４
回
）　

午
前
９
時
45
分
～
午
後
４
時
30
分

※
９
月
12
日
は
、
午
前
９
時
30
分
か
ら

場
所
／
（
１
・
２
・
４
日
目
）
流
通
経

済
大
学
龍
ヶ
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
（
３
日

目
）
龍
ヶ
崎
市
立
愛
宕
中
学
校
体
育
館 

対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人1
自
主
防
災
組
織
な
ど
に
属
し
、
地

域
で
防
災
活
動
に
従
事
す
る
人
2
企

業
な
ど
で
防
災
関
連
の
業
務
に
従
事

す
る
人
3
そ
の
他
、
防
災
活
動
に
関

心
が
あ
る
人

定
員
／
２
０
０
人
（
先
着
順
）

内
容
／
自
主
防
災
活
動
、
風
水
害
対

策
、
地
震
対
策
な
ど
に
関
す
る
講
義

受
講
料
／
無
料

申
込
方
法
／
市
役
所 

防
災
対
策
課

ま
た
は
支
所 

総
務
課
で
申
込
書
に

記
入
の
上
、
申
し
込
み

申
込
締
切
／
７
月
24
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

1
防
災
対
策
課
（
内
線
２
５
８
）

募

集

市営住宅入居募集
受付期間／７月 15 日（水）～
　　　　　　　　　31 日（金）

募集住宅 戸数 家賃 備考

新池台団地 1 戸（３DK） 27,000~
　40,200 円

水洗

　家賃は一般世帯の例です。単身での申し込み
はできません。くじによる公開抽選で入居者を
決定します。入居可能日は抽選後、手続き終了
次第入居可能です。その他の住宅は申し込み順
になっています。
■申し込み・問い合わせ
1 建築住宅指導課（内線 425）
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歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

ガ
イ
ド
養
成
講
座

▼
市
内
の
史
跡
案
内
に
興
味
が
あ

り
、
一
緒
に
活
動
で
き
る
人
を
募
集

し
ま
す
。
専
門
知
識
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

日
時
／
７
月
22
日
（
水
）・
８
月
６

日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
常
陸
風
土
記
の
丘
研
修
室

受
講
料
／
無
料

申
込
方
法
／
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
ハ
ガ
キ
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
話
の
い
ず
れ
か
で

申
し
込
み

申
込
締
切
／
７
月
15
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
文
化
振
興
課
（
内
線
１
３
２
２
）

〒
３
１
５
‐
０
１
９
５

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０
‐
１

℻
４
３
・
３
１
３
０

介
護
予
防
講
演
会

　

若
さ
の
秘
訣
は
「
笑
い
」
か
ら

日
時
／
７
月
23
日
（
木
）　

午
前
10

時
～
正
午

場
所
／
中
央
公
民
館

講
師
／
啓
発
落
語
人　

夢
見
亭
わ
っ
ぱ

対
象
者
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
／
５
０
０
人
（
先
着
）

内
容
／
啓
発
落
語
人
夢
見
亭
わ
っ
ぱ

氏
を
講
師
に
迎
え
、
認
知
症
の
人
へ

の
接
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
や
早
期
発
見

の
大
切
さ
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

※
高
齢
者
学
級
と
同
時
開
催

申
込
方
法
／
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
・
１
１
２
７

℻
３
５
・
１
１
３
２

第
２
回
ひ
ま
わ
り
体
操

▼
み
ん
な
と
楽
し
く
体
操
を
し
て
、

運
動
習
慣
を
身
に
付
け
よ
う
！

日
時
／
８
月
５
・
12
・
19
・
26
日
、

９
月
２
・
９
・
16
・
30
日
、
10
月
７
・

14
・
21
・
28
日
（
水
・
全
12
回
）

午
後
２
時
30
分
～
４
時

場
所
／
農
村
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

対
象
者
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

心
疾
患
が
な
く
、
医
師
か
ら
運
動
を

制
限
さ
れ
て
い
な
い
人

内
容
／
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

定
員
／
40
人

※
前
回
参
加
さ
れ
て
い
な
い
人
を
優

先
し
、定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
前
回
参

加
さ
れ
た
人
か
ら
抽
選
。

講
師
／
木
村
幸
子 

氏

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

申
込
期
間
／
７
月
６
日
（
月
）
～
10

日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

野
田
洋
平
講
演
会

日
時
／
７
月
25
日
（
土
）　

午
後
５

時
30
分
か
ら

場
所
／
石
岡
ふ
れ
あ
い
の
里 

ひ
ま

わ
り
の
館

内
容
／
人
育
・
街
育
・
地
域
育
そ
し

て
ス
ポ
ー
ツ
育

定
員
／
３
０
０
人
（
事
前
申
し
込
み

な
し
）

参
加
費
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ

石
岡
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ク
ラ
ブ

☎
２
４
・
４
４
２
８

石
岡
市
・
小
美
玉
市

　
　
　
　

就
職
説
明
会
を
開
催

日
時
／
８
月
７
日
（
金
）　

午
後
１
時
～
４
時
（
午
後
０
時
30
分

情報ネット
ワーク

information

お

知

ら

せ

講

座

教

室

「ぼうさいいしおか」
防災行政無線自動応答
　　　　　　テレホンサービス
24 時間以内に放送された防災
行政無線の放送内容を確認でき
ます。
☎ 0120‒99‒6907
（通話無料）

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766
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か
ら
受
け
付
け
）

場
所
／
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

対
象
／
1
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校

な
ど
（
高
校
を
除
く
）
を
平
成
28
年

３
月
に
卒
業
見
込
み
の
人
2
既
卒
で

未
就
職
（
高
卒
を
除
く
）
の
人
（
概

ね
３
年
以
内
）

※
履
歴
書
・
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

※
既
卒
の
人
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

の
登
録
が
必
要
で
す
。

※
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

1
商
工
課
（
内
線
４
８
３
）

紙
お
む
つ
購
入
助
成
の
申
請
は

７
月
10
日
ま
で

▼
市
で
は
寝
た
き
り
の
高
齢
者
な
ど

に
、
紙
お
む
つ
を
購
入
し
た
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
４
～
６
月
購
入
分
を
７

月
10
日
（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
７
月
10
日
以
降
の

申
請
は
、
７
～
９
月
分
と
同
時
期
の

支
払
い
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

1
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
５
３
）

食
用
廃
油
の
回
収

▼
八
郷
地
区
を
対
象
に
、
食
用
廃
油

の
回
収
を
行
い
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
職
員
が
自

宅
に
伺
い
ま
す
。

日
に
ち
／
・
７
月
16
日（
木
）　

柿
岡
・

小
幡
・
葦
穂
・
恋
瀬
地
区

・
17
日
（
金
）
瓦
会
・
園
部
・
林
・

小
桜
地
区

申
込
締
切
／
回
収
日
の
前
日
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
支
所 
総
務
課
（
内
線
１
３
３
７
）

障
が
い
者
就
労
施
設
な
ど
か
ら
の

物
品
な
ど
の
優
先
調
達
の
実
績

▼
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
第
９
条

第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
が
調

達
し
た
平
成
26
年
度
の
実
績
を
公
表

し
ま
す
。

・
実
績
額　
　
　

59
万
７
１
８
０
円

・
物
品
（
印
刷
物
・
パ
ン
・
タ
オ
ル
・

バ
ッ
ク
）　　
　

 

25
万
８
０
６
０
円

・
役
務
（
清
掃
・
ワ
ッ
ク
ス
が
け
・

除
草
）　　
　
　

 

33
万
９
１
２
０
円

■
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
８
３
）

使
用
済
み
農
業
用

　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収

▼
回
収
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
回
収
時
に
重
さ
を
量
り
、
そ
れ

に
応
じ
た
負
担
金
が
か
か
り
ま
す
。

持
ち
込
み
前
に
洗
浄
と
土
砂
の
振
り

落
と
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
14
日
（
火
）
～
16
日
（
木
）

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

※
午
前
・
午
後
と
も
に
終
了
30
分
前

に
受
け
付
け
を
締
め
切
り
ま
す
。

場
所
／
八
郷
総
合
支
所
駐
車
場

申
込
締
切
／
７
月
10
日
（
金
）
ま
で

負
担
金
額
／
・
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
17
・
１
円
／
㎏

・
農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

軽
ト
ラ
ッ
ク
（
１
台
）
１
０
０
０
円

普
通
ト
ラ
ッ
ク
（
１
台
）
２
０
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
１
）

ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除

▼
市
で
は
、
業
者
に
依

頼
し
ス
ズ
メ
バ
チ
を
駆

除
し
て
も
ら
っ
た
場
合

の
み
、
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

※
職
員
に
よ
る
ハ
チ
の
駆
除
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

対
象
／
ス
ズ
メ
バ
チ
が
営
巣
し
て
い

る
住
居
か
土
地
の
所
有
者
、
ま
た
は

賃
借
、
使
用
貸
借
者
で
、
駆
除
業
者

に
巣
の
駆
除
を
委
託
し
た
人

補
助
額
／
駆
除
費
の
半
額
（
上
限

５
０
０
０
円
、
１
０
０
円
未
満
は
切

り
捨
て
）

必
要
書
類
／
写
真
３
枚　

①
全
景
②

駆
除
前
③
駆
除
後
・
駆
除
費
の
領
収

書
（
コ
ピ
ー
可
）・
申
請
書

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
４
４
）

2
支
所
総
務
課
（
内
線
１
３
３
７
）

認
知
症
の
こ
と
な
ら

　
　

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

▼
市
で
は
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人

や
そ
の
家
族
な
ど
に
、
認
知
症
の
早

期
発
見
、
重
度
化
の
予
防
を
目
的
と

し
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に「
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

保
健
師
な
ど
の
専
門
職
員
が
自
宅

に
訪
問
し
、
様
々
な
相
談
に
対
応
し

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
・
１
１
２
７

相

談
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■
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

　
　高
齢
者
世
帯
の
個
別
訪
問

　

心
身
機
能
の
状
態
を
確
認
し

て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
介
護
予
防
教
室

　

地
区
の
公
民
館
な
ど
で
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
や
介
護
相

談
、
認
知
症
予
防
の
た
め
の
講

話
な
ど
を
実
施
。

■
家
族
介
護
者
同
士
の
交
流
会

　

い
つ
も
介
護
を
し
て
い
る
家

族
か
ら
一
時
的
に
離
れ
、
家
族

介
護
者
同
士
で
交
流
の
場
を
持

ち
、
悩
み
を
相
談
し
合
い
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

在宅介護支援センター
　市内に６つのある在宅介護支援センターでは、
高齢者やその家族から生活や介護などの相談を受
け付け、福祉サービスを紹介しています。
　住み慣れた地域で自分らしく暮らせるように支援
します。

■在宅介護支援センター
やさと　　　　　 ☎ 43 ‒0811
八郷プロバンス　 ☎ 44‒3221
石岡市医師会　　 ☎ 35‒2230
ねあたり　　　　 ☎ 27‒6003
あいあい　　　　 ☎ 28‒3232
センチュリー石岡 ☎ 27‒0001

申込方法　７月 7 日（火）午前８時 30 分から
電話または直接申し込み（月曜休館）
■申し込み・問い合わせ　
ふれあいの里石岡 ひまわりの館☎ 35‒1126― 新しい趣味、探しませんか―

ひまわりの館講座

わ
た
し
た
ち
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が

高
齢
者
世
帯
を
訪
問
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ル
バ
ー
ブ
＆

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
タ
ル
ト

日
に
ち
／
７
月
26
日
（
日
）

レ
ユ
ニ
オ
ン
島
の

コ
コ
ナ
ッ
ツ
カ
レ
ー

日
に
ち
／
８
月
30
日
（
日
）

豚
肉
と
白
い
ん
げ
ん
の
煮
込
み

日
に
ち
／
９
月
27
日
（
日
）

時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
０
時

30
分

定
員
／
各
20
人
（
先
着
）

参
加
費
／
各
１
０
０
０
円

講
師
／
加
藤
裕
子
先
生

かんたんフランス家庭料理

日
時
／
７
月
26
日
、
８
月
２
・

９
・
23
・
30
日
（
日
・
全
５
回
）

午
前
10
時
～
11
時
15
分

定
員
／
30
人
（
４
歳
～
小
学
校

低
学
年
・
先
着
）

講
師
／
木
村
幸
子
先
生

参
加
費
／
無
料

キッズエアロ★ダンス

▼
ケ
イ
ラ
ク
（
ツ
ボ
を
結
ぶ
ラ

イ
ン
）
体
操
で
体
調
改
善
！

日
時
／
７
月
30
日
、
８
月
27
日

（
木
）
午
前
10
時
～
11
時

定
員
／
30
人
（
先
着
） 

参
加
費
／
１
０
０
０
円

講
師
／
栃
本 

恵
子
先
生

夏のけいらく
　　　ストレッチ

▼
マ
ク
ラ
メ
コ
ー
ド
（
紐
）
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
づ
く
り

日
時
／
７
月
24
日
（
金
）
午
前

９
時
30
分
～
正
午

定
員
／
10
人
（
先
着
） 

参
加
費
／
１
８
０
０
円

講
師
／
宮
内
洋
子
先
生

マクラメ＆ビーズの
ハットクリップ

▼
体
力
向
上
、
関
節
の
痛
み
軽

減
を
目
的
に
…

日
時
／
７
月
24
・
31
日
、
８
月
７
・

21
日
・
９
月
４
・
18
日
（
金
・
全

６
回
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

定
員
／
40
人
（
先
着
） 

参
加
費
／
無
料

講
師
／
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
指
導
士
ほ
か

リラックス体操

▼
介
護
予
防
を
目
的
に
…

日
時
／
７
月
23
日
、８
月
６
日
、

９
月
10
日
（
木
・
全
３
回
）
午

後
２
時
～
３
時

定
員
／
35
人
（
先
着
） 

参
加
費
／
無
料

講
師
／
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
指
導
士

シルバーリハビリ体操

▼
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
鍛
え

ま
し
ょ
う

日
時
／
８
月
４
・
11
・
18
・
25
日
、

９
月
１
・
８
日
（
火
・
全
６
回
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

定
員
／
35
人
（
先
着
） 

参
加
費
／
無
料

講
師
／
鴻
田
良
枝
先
生

らくらくピラティス

あいあい
大畠さん

（担当地区）東・杉並

八郷プロバンス
細谷さん

（担当地区）瓦会・恋瀬・
林・東成井・園部

ねあたり
中江さん

（担当地区）北・府中

やさと　
前沢さん

（担当地区）小桜・小幡・
吉生・柿岡・葦穂

石岡市医師会　
豊崎さん

（担当地区）石岡

センチュリー石岡　
木村さん

（担当地区）南・高浜・
三村・関川

広報いしおか７月１日号  №２３４　２０



　

東
京
四
ツ
谷
周
辺
の
木
々
は
緑
の

深
み
を
増
し
、
さ
ざ
波
の
き
ら
め
く

お
堀
に
は
野
鳥
が
飛
び
交
っ
て
い
ま

し
た
。 

　

そ
ん
な
生
命
感
あ
ふ
れ
る
光
景

を
目
に
し
な
が
ら
、
私
は
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
の
ロ
ビ
ー
に
足
を

踏
み
入
れ
ま
し
た
。 

　

今
日
は
第
85
回
全
国
市
長
会
議
の

総
会
で
す
。
午
前
10
時
の
開
会
を
前

に
、
会
場
の
鶴
の
間
は
千
人
以
上

の
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
し
た
。

６
０
０
人
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
市

長
で
、
残
り
は
随
行
と
関
係
者
、
最

後
列
に
は
マ
ス
コ
ミ
の
席
が
あ
り
、

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
何
台
も
並
ん
で
い

ま
し
た
。 

「
安
倍
首
相
が
間
も
な
く
到
着
す
る

そ
う
だ
」
前
列
の
方
か
ら
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。 

　

茨
城
県
内
か
ら
は
14
名
の
市
長
が

出
席
し
て
い
ま
す
。 

「
今
泉
市
長
、
し
ば
ら
く
で
ん
な
」

姫
路
市
の
石
見
市
長
が
声
を
掛
け
て

く
れ
ま
し
た
。 

「
石
見
先
生
、
４
選
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
私
は
選
挙
を
終
え
た

ば
か
り
の
石
見
市
長
を
祝
い
ま
し
た
。 

　

自
席
に
着
く
と
、
宮
城
県
多
賀
城

市
の
菊
地
市
長
が
挨
拶
に
見
え
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
佐
賀
県
武
雄
市
の
小

松
市
長
も
や
っ
て
来
て
、
笑
顔
で
握

手
を
求
め
て
き
ま
し
た
。 

「
石
岡
の
今
泉
市
長
で
す
ね
。
私
、

新
潟
県
見
附
市
の
市
長
で
す
。
娘
さ

ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
我
が
家
に
３

日
ほ
ど
泊
ま
っ
た
縁
で
、
ご
挨
拶
に

来
ま
し
た
」世
の
中
、ど
こ
で
繋
が
っ

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
も
の
で
す
。 

　

や
が
て
開
会
の
時
間
と
な
り
、
全

国
市
長
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
の
安
倍

晋
三
首
相
、
高
市
早
苗
総
務
大
臣
の

挨
拶
の
後
、
総
会
が
始
ま
り
、
最
後

に
５
つ
の
決
議
と
特
別
提
言
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

　

５
つ
の
決
議
と
提
案
は
次
の
内
容

で
す
。 

・
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興 

・
天
災
と
原
子
力
安
全
・
防
災
の
充     

　

実
強
化 

・
地
方
創
生
の
推
進 

・
分
権
型
社
会
の
実
現 

・
都
市
税
財
源
の
充
実
強
化 

◎
医
療
・
教
育
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ

マ
ム
と
し
て
国
が
取
り
組
む
べ
き 

　

項
目
だ
け
見
る
と
簡
単
で
す
が
、

全
体
は
２
０
０
ペ
ー
ジ
の
冊
子
が
数

冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
膨
大
な
も

の
で
す
。
こ
の
内
容
は
、
都
道
府
県

単
位
で
市
の
意
見
を
ま
と
め
、
そ
れ

を
関
東
や
東
北
な
ど
の
地
方
単
位
に

集
約
し
、
さ
ら
に
全
国
市
長
会
と
し

て
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。 

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
声
を
、
市
長

会
が
国
へ
届
け
て
い
る
の
で
す
。 

　

隣
席
の
龍
ケ
崎
市
の
中
山
市
長
が

言
い
ま
し
た
。 

「
政
治
に
携
わ
る
者
は
、
民
意
の
伸

張
に
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
」 

　

会
場
を
後
に
し
て
、
そ
の
含
蓄
あ

る
言
葉
を
、
私
は
何
度
も
噛
み
締
め

ま
し
た
。
梅
雨
の
割
に
空
は
青
く
、

皇
居
の
森
が
輝
い
て
い
ま
す
。 

　

そ
の
手
前
に
は
、
国
会
議
事
堂
が

建
っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
も
よ
り
小

さ
く
近
く
に
見
え
て
い
ま
し
た
。

市
長
日
記
⑰

６
月
10
日
（
水
）

地
方
の
声
を
国
へ
届
け
る

今
泉 

文
彦

文
と
写
真

２
月
22
日
開
催

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
12

公
共
施
設
の
活
用

◎
団
体
　
東
の
辻
二
部

　

参
加
者
は
19
人
、
座
談
会
方
式
で

行
い
ま
し
た
。

　

東
の
辻
二
部
は
、
霞
ケ
浦
を
復
活

さ
せ
る
た
め
、
流
れ
込
む
水
源
を
き

れ
い
に
し
よ
う
と
、
地
区
内
の
調
整

池
の
復
元
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

10
年
余
り
に
お
よ
ぶ
努
力
の
末

に
、
池
は
見
事
に
再
生
し
、
そ
の
活

動
に
対
し
知
事
賞
が
授
与
さ
れ
て
い

ま
す
。
環
境
意
識
の
高
い
参
加
者
か

ら
は
、
現
状
も
含
め
て
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　　　     　　　東の辻二部からの意見

・ 長年にわたり、池の復活と維持管理に努めてきた。
水と緑は、大切な資源なので公園の管理に市も積極
的に関わって欲しい。この足跡が、協働のまちづく
りのお手本になれば。
・斎場跡地の活用法として、公共施設を建設するこ
とができないか。地区の集会所、避難所、子ども会
や青年部活動の場、遊び場、高齢者用ミニサロン、
介護予防体操ができる場などを期待したい。
・イオンが新たに建設されるのであれば、新しい建
物の中に、市民が利用できるカルチャーセンターが
あれば便利。
・ふるさと歴史館・図書館など石岡の歴史を来訪者
へ知らせる方法の改善が必要。
・駅前東の辻線・村上六軒線の事業を急いでもらい
たい。

■申し込み・問い合わせ　
秘書広聴課　☎ 23-1111（内線 212）

開催地区

開催団体

募集中 !

２１　広報いしおか７月１日号  №２３４

▲会場には全国の市長が一堂に集まりました



         

  

７
月 

健
康
診
査（
地
区
健
診
）

日
時
・
場
所　

・
７
月
９
日
（
木
）・
10
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

／
府
中
地
区
公
民
館

・
23
日
（
木
）・
24
日
（
金
）　　
　

　

   　
　

       

／
東
地
区
公
民
館

・
29
日
（
水
）
／
小
桜
地
区
公
民
館

・
30
日
（
木
）
／
葦
穂
地
区
公
民
館

・
31
日
（
金
）
／
林
地
区
公
民
館

午
前
９
時
30
分
～
11
時
、
午
後
１
時

30
分
～
３
時

  

八
郷
地
区

  

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

日
時
・
場
所

８
月
24
日
（
月
）・
25
日
（
火
）・
28

日
（
金
）・
９
月
２
日
（
水
）・
３
日

（
木
）・
４
日
（
金
）
午
後
０
時
20
分

～
１
時
10
分
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法　

７
月
６
日
（
月
）
か
ら

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
子
宮
が
ん
１
０
０
人
、

乳
が
ん
50
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
２
年
に
１
度

の
検
査
と
な
り
ま
す
。

※
医
療
機
関
で
の
検
診
を
希
望
す
る

人
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で

受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。《
発
行
期

間
》平
成
28
年
１
月
29
日（
金
）ま
で
、

有
効
期
間
は
発
行
日
か
ら
１
か
月
。

   

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

　

食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
料
理

を
作
り
、
み
ん
な
で
一
緒
に
食
べ
る

楽
し
さ
を
親
子
で
体
験
し
ま
し
ょ

う
。
お
子
さ
ん
が
食
に
興
味
を
持
つ

き
っ
か
け
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。               

   

ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き
教
室

日
に
ち
・
受
付
時
間

８
月
21
日
（
金
）

午
後
１
時
20
分
～
１
時
50
分

場
所　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

フ
ッ
化
物
塗
布
希
望
の
未
就

学
児

内
容　

歯
科
診
察
、
歯
磨
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布

定
員　

40
人
（
先
着
）

申
込
方
法　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員

　
　
　
　
　

養
成
講
習
会

日
時　

８
月
27
日
、
９
月
10
日
、
10

月
８
日
、
11
月
４
・
30
日
、
12
月

10
・
21
日
（
全
７
回
）
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時

場
所　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

講
習
終
了
後
に
食
生
活
改
善

推
進
員
と
し
て
活
動
で
き
る
人

内
容　

調
理
実
習
（
お
腹
す
っ
き
り

献
立
、
認
知
症
を
防
ぐ
た
め
の
レ
シ

ピ
、
血
管
の
若
さ
を
保
つ
食
事
ほ

か
）、
食
生
活
に
関
す
る
話
、
運
動

募
集
人
数　

30
人

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

８
月
７
日
（
金
）
ま
で

に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
希
望
者
に
は
、
後
日
詳
細
を

通
知
し
ま
す
。

熱
中
症
は
予
防
で
き
る
！　

　

熱
中
症
は
、
室
温
や
気
温
が
高
い

中
で
の
作
業
や
運
動
に
よ
り
、
体
内

の
水
分
や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能
が
働
か
な

く
な
り
、
体
温
上
昇
・
め
ま
い
・
体

が
だ
る
い
・
ひ
ど
い
時
に
は
け
い
れ

ん
や
意
識
の
異
常
な
ど
、
様
々
な
症

状
を
起
こ
す
病
気
で
す
。

○
幼
児
…
体
温
調
節
機
能
が
未
熟
な

こ
と
も
あ
り
、
熱
中
症
に
か
か
り
や

す
い
た
め
、
お
子
さ
ん
の
様
子
を
十

分
に
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

○
高
齢
者
…
体
温
を
下
げ
る
た
め
の

体
の
反
応
が
弱
く
な
っ
て
お
り
、
自

覚
が
な
い
の
に
熱
中
症
に
な
る
危
険

が
高
い
こ
と
か
ら
、
の
ど
が
渇
か
な

く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
、
室
温

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
エ
ア
コ
ン
や
扇
風

機
を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

《
応
急
手
当
》

1
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
衣
服
を

ゆ
る
め
、
安
静
に
す
る
。
2
エ
ア
コ

ン
を
つ
け
る
、
扇
風
機
・
う
ち
わ
な

ど
で
風
を
あ
て
、
体
を
冷
や
す
。
3

脇
の
下
・
太
も
も
の
つ
け
ね
な
ど
を

氷
な
ど
で
冷
や
す
。
4
水
分
を
少
し

づ
つ
頻
回
に
と
ら
せ
る
。

 

健
（
検
）
診

石岡保健センター
☎ 24-1386　ＦＡＸ 24-4638 
八郷保健センター
☎ 43-6655　ＦＡＸ 44-1492

こころといのちの電話相談
毎月第２火曜日
午前９時～正午、
午後１時～４時

（八郷保健センター内）

健康ガイド

Health Guide

教
室
・
講
座

健診項目 受診料個人負担金
子宮がん検診
（20 歳以上）

1,540 円
（70 歳以上無料）

乳
が
ん
検
診

超音波 
（30 ～ 65 歳） 1,020 円

マンモグラフィ
（40 ～ 49 歳） 1,540 円

マンモグラフィ
（50 歳以上）

1,020 円
（70 歳以上無料）

会　場 石岡保健センター 八郷保健センター

日にち ・7 月 29 日（水）
・7 月 30 日（木）

・７月 28 日（火）
・８月   １日（土）

対　象 小学生の親子 4 歳児～就学前
の親子

時　間 午前９時 30 分
～午後１時

定　員 １日 15 組の親子

申込期間 ７月１日（水）～ 17 日（金）

広報いしおか７月１日号  №２３４　２２



４
月
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

４
月
15
日
・
３
市
交
流
大
会

第
３
位　

城
南
チ
ー
ム

４
月
19
日
・
全
国
大
会
県
予
選

第
３
位　

石
岡
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

４
月
22
日
・
茨
城
県
ヘ
ル
シ
ー
大
会

優

　勝　

こ
い
せ
チ
ー
ム

体
育
協
会
長
杯
野
球
大
会

４
月
12
・
19
・
26
日
、
５
月
３
日

柏
原
野
球
場
・
染
谷
野
球
場

優

　勝　

石
岡
消
防

第
２
位　

マ
ン
テ
ィ
ス

第
３
位　

遊
遊
・
ゲ
ッ
ツ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
市
長
杯
野
球
大
会

５
月
９
・
10
日

石
岡
運
動
公
園
多
目
的
広
場
・
八
郷

総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

優

　勝　

小
幡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝　

石
岡
ヤ
ン
キ
ー
ス

第
３
位　

杉
並
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ジ
ュ

ニ
ア
ス
ラ
ッ
カ
ー
ズ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
市
長
杯

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

５
月
９
・
10
日　

石
岡
運
動
公
園
体

育
館

優

　勝　

石
岡
南
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

瓦
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
３
位　

林
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
４
回
教
育
長
杯

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

５
月
８
日
・
石
岡
運
動
公
園
多
目
的

広
場

男

　子

優

　勝　

坂
場
四
郎

準
優
勝　

鈴
木 
實

第
３
位　

小
澤 

保

女

　子

優

　勝　

宮
田
み
ち
子

準
優
勝　

戸
田
育
子

第
３
位　

田
口
喜
子

春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

５
月
３
日
・
柏
原
コ
ー
ト

男

　子

優

　勝　

中
野
・
井
村
組

準
優
勝　

小
嶋
・
三
宅
組

第
３
位　

柴
崎
・
中
根
組

女

　子

優

　勝　

武
田
・
永
井
組

準
優
勝　

中
野
・
小
野
瀬
組

第
３
位　

野
口
・
川
﨑
組

第
49
回
石
岡
地
方

中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

５
月
17
日
・
柏
原
コ
ー
ト

男

　子

優

　勝　

旭
中
学
校

準
優
勝　

美
野
里
中
学
校

第
３
位　

土
浦
第
五
中
学
校

女

　子

優

　勝　

新
治
中
学
校

準
優
勝　

美
野
里
中
学
校

第
３
位　

旭
中
学
校

石
岡
市
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

５
月
24
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

男
子
複
Ａ

第
１
位　

進
藤
・
高
野
組

第
２
位　

倉
持
・
島
田
組

第
３
位　

皆
川
・
越
智
組

男
子
複
Ｂ

第
１
位　

川
村
・
張
替
組

第
２
位　

横
井
・
関
口
組

第
３
位　

岡
野
・
宇
野
組

男
子
複
Ｃ

第
１
位　

平
野
・
ダ
ン
組

第
２
位　

菊
池
・
戸
塚
組

第
３
位　

布
施
・
呉
組

女
子
複
Ａ

第
１
位　

仲
内
・
斎
藤
組

第
２
位　

小
川
・
冨
山
組

女
子
複
Ｂ

第
１
位　

木
村
・
國
府
田
組

第
２
位　

秋
山
・
戸
塚
組

第
３
位　

安
部
・
酒
寄
組

女
子
複
Ｃ

第
１
位　

齋
藤
・
平
光
組

第
２
位　

岩
崎
・
根
本
組

第
３
位　

安
達
・
関
組

第
10
回
教
育
長
杯
タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

５
月
21
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

シ
ニ
ア
男
子

優

　勝　

田
中
栄

準
優
勝　

友
部
富
知
夫

第
３
位　

高
橋
邦
雄

女

　子

優

　勝　

小
田
倉
ふ
く

準
優
勝　

鈴
木
敏
子

第
３
位　

千
葉
初
子

Ｇ
シ
ニ
ア
男
子

優

　勝　

本
多
謙
助

準
優
勝　

鈴
木
昌
平

第
３
位　

渡
辺
満
男

スポーツ情報
石岡運動公園　　　　　 ☎ 26-7210

八郷総合運動公園　　　 ☎ 43-6884

石岡海洋センター　　　 ☎ 23-5191

柏原野球公園管理事務所　☎ 23-8158

朝日スポーツ交流施設　 ☎ 43-6884

結

　果

ー会員募集　団体紹介 11ー 
　バドミントン部
　昭和 49年に行われた国体のバドミント
ン大会が石岡市で行われたことから、市内
ではバドミントンが盛んです。バドミント
ンは瞬発力と持久力の両方が鍛えられるス
ポーツ。初めての人にでも、ラケットの振
り方から教えます。市内には各クラブが７
つあります。練習日などはホームページか
ら確認できます。

■ 問い合わせ
会長　友部文子　☎ 46‒5561
　 http://www.ishibad.net/ＨＰ

上級者になるとシャ
トル（球）のスピー
ドは時速 200 キロ
近くにもなるそう▶

２３　広報いしおか７月１日号  №２３４



映
画
「
森
聞
き
」
展
示
会

▼
映
画
「
森
聞
き
」
上
映
（
８
月
８

日
（
土
）・
ひ
ま
わ
り
の
館
に
て
）

に
先
立
ち
、
石
岡
に
残
る
「
手
仕
事

の
技
」「
暮
ら
し
の
知
恵
」
を
展
示

し
ま
す
。

期
間

　７
月
11
日
（
土
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

17
日
（
金
）

恐
怖
の
お
化
け
屋
敷

▼
御
幸
通
り
商
店
街
七
夕
ま
つ
り
に

合
わ
せ
て
オ
ー
プ
ン
。

期
間

　７
月
25
日
（
土
）
午
後
２

時
〜
８
月
９
日
（
日
）

※
27
日
（
月
）
か
ら
は
午
後
２
時
〜

５
時
公
開

お
化
け
屋
敷
制
作
・

小
学
生
ス
タ
ッ
フ
大
募
集
！

▼
「
ど
ん
な
お
化
け
で
驚
か
そ
う
」

み
ん
な
で
考
え
て
一
か
ら
作
る
お
化

け
屋
敷
は
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
。

参
加
し
た
い
小
学
生
は
、
７
月
18
日

（
土
）
午
後
１
時
に
ま
ち
か
ど
情
報

セ
ン
タ
ー
に
集
合
！

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ
」

▼
み
ん
な
で
パ
ソ
コ
ン
を
学
び
合

い
、
パ
ソ
コ
ン
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

初
め
て
方
も
大
歓
迎
！

日
に
ち　

７
月
３
・
17
日
（
金
）

資
料
代　

５
０
０
円

開館時間 午前 10 時～午後８時
休館日 木曜　問い合わせ　☎ 27-5171
まちかど情報センター駐車場（向かい側）・
臨時駐車場（土橋通り）を利用ください。

情報センター
　　　ニュース

ま ち か ど

7 月のコミュニティ

ギャラリー

▼
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
く
か
ら

３
・
土
・
市
（
サ
ン
ド
市
）。
中

心
街
の
店
先
を
借
り
て
、
趣
味
の

手
作
り
品
、
園
芸
品
な
ど
を
展
示

販
売
。
新
鮮
野
菜
も
並
び
ま
す
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大
歓
迎
！

参
加
者
募
集
中
。

日
時

　第
３
土
曜
日  

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所

　香
丸
・
中
町
・
御
幸
通

り
の
参
加
店
前
、
ま
ち
か
ど
情

報
セ
ン
タ
ー

心
と
身
体
の
健
康
相
談

　毎
週

水
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

１
時

折
り
紙
教
室　

25
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

ま
ち
の
保
健
室

　第
３
日
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

ち
り
め
ん
小
物　

毎
月
第
１
・

３
土
曜
日 

午
後
１
時
か
ら

今月のサンド市は 18 日

まちかど学習会

掘り出しモノがあるかも !?

夏休みプロジェクト

「
こ
こ
ら
辺
に
は
、
大
型
ス
ー
パ
ー

や
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る

で
し
ょ
う
？
こ
の
地
域
に
来
た
人

に
、
印
象
良
く
帰
っ
て
も
ら
い
た
い

ん
だ
よ
ね
」
と
語
る
の
は
、
東
光
台

交
番
連
絡
協
議
会
の
会
長
を
務
め
る

鈴
木
さ
ん
（
東
光
台
在
住
）。
協
議

会
は
、
平
成
21
年
に
東
光
台
交
番
が

開
所
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
発

足
。
地
域
で
農
業
や
自
営
業
を
営
む

人
を
中
心
に
、
防
犯
・
安
全
に
関
わ

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

発
足
し
た
翌
年
に
は
、
１
年
を
か
け

て
草
木
で
生
い
茂
っ
て
い
た
交
番
周

辺
の
環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
住
宅
を
周
り
、
空
き
巣
に
入
ら
れ

そ
う
な
場
所
の
注
意
喚
起
を
行
う
家

庭
訪
問
を
行
っ
た
り
、
下
校
児
童
の
見

守
り
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

定
期
的
な
活
動
と
し
て
は
、
交
番

隣
の
花
壇
づ
く
り
。
花
を
植
え
る
こ

と
で
環
境
を
整
え
、
犯
罪
の
種
を
つ

み
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と

い
う
目
的
で
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月

に
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア

な
ど
３
５
０
本
を
植
え
ま
し
た
。
通

り
を
歩
く
人
が
「
今
度
手
伝
わ
せ
て

ね
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
が
何
よ
り
の
励
み
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

地域の元気の
出発点

－協働で取り組む現場から－
東光台交番連絡協議会
レポートNo.2

▲「自分たちの暮らす地域は自分たちできれい
にする」という思いから活動を続けています

▲色とりどりの花を楽
しませてくれる花壇

▲交番のおまわりさんと
の情報交換も大切

▲南小の児童から募集し
た防犯標語の看板

▲定期的に交番周辺の道
路の草刈りも実施

■問い合わせ
まちづくり協働課
☎ 23‒1111（内線 142）

毎月第１水曜日の午前 10 時からは
　　　　　　　　　　まちかどバザール開催中！

広報いしおか７月１日号  №２３４　２４



最
高
の
一
缶
を
お
客
様
に
届
け
た
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

今
回
は
、
ビ
ー
ル
な
ど
の
飲
料
用

ア
ル
ミ
缶
の
製
造
・
販
売
を
行
う
日

本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
罐
株
式
会
社
で
働

く
長
峰
未
来
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
長
峰
さ
ん
は
品
質
保
証
課
に

所
属
。
製
品
の
み
な
ら
ず
、
製
造
工

程
を
含
め
た
品
質
改
善
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

―
―
日
ご
ろ
の
仕
事
の
中
で
心
が
け

て
い
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

長
峰
さ
ん　

会
社
全
体
で
「
も
の
づ

く
り
」に
携
わ
る
人
の
姿
勢
と
し
て「
６

Ｓ
（
作
法
・
躾
・
整
理
・
整
頓
・
清

掃
・
清
潔
）」の
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
「
作
法
」
と
は
、「
思
い
や
り

長
峰 

未
来
さ
ん

　
　
　
（
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
罐
株
式
会
社
）

の
精
神
」
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
備
品

や
機
材
を
整
理
す
る
際
、
規
則
で
決
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
そ
う
す
る
と
言
う

訳
で
は
な
く
、
ど
う
し
た
ら
み
ん
な
が

働
き
や
す
い
環
境
に
な
る
だ
ろ
う
と

い
う
目
線
で
整
理
し
ま
す
。
私
た
ち
が

製
造
す
る
缶
は
「
食
品
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
「
お
客
様
の
口
に
直
接
触
れ
る

も
の
」
な
の
で
、衛
生
面
で
は
「
食
品
」

と
同
等
の
管
理
水
準
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
よ
り
良
い
品
質
の
製
品
を
作
る
た

め
に
は
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
工
夫
が

必
要
で
す
。
実
際
、
職
場
は
立
場
に

関
係
な
く
、
意
見
が
言
い
合
え
る
環

境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
、
機
械
の
検

査
に
頼
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
最
終
的
に
は
自

分
の
目
で
見
て
品
質
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
そ

の
過
程
の
中
で
気
付
い

た
こ
と
を
社
内
で
共
有

し
て
改
善
し
、
一
歩
前

に
進
む
こ
と
が
で
き
た

時
や
、
お
客
様
か
ら

お
褒
め
の
言
葉
を
い

▲毎日の仕事が楽しいと明るく話す長峰さん。
「ものづくりに興味を持ったのは、電器店を営む父
の影響です。工場に対して、「きつい・汚い・危険」
というイメージを持っている方も、実際に見学に来
ていただければ考え方は変わると思いますよ」

た
だ
け

た
時
に

は
、
仕

事
に
対

す
る
や

り
が
い

を
感
じ

ま
す
。

お
客
様

に
最
高

の
一
缶

を
届
け

る
た
め
に
、
専
門
分
野
に
長
け
た
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
る
こ
と
が
私
の

目
標
で
す
。

―
―
様
々
な
分
野
で
、
性
別
に
関
係

な
く
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

に
な
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

長
峰
さ
ん　

一
人
の
人
間
と
し
て
、

お
互
い
に
認
め
合
う
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
工
業
高
校
に
通
っ
て

い
た
学
生
時
代
か
ら
、
現
在
働
い
て

い
る
職
場
も
含
め
て
、
男
性
の
人
数

が
多
い
環
境
に
い
る
私
で
す
が
「
女

性
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
、学
び
、

働
く
こ
と
に
対
す
る
可
能
性
を
制
限

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
個
人
の
や
る
気
と
能
力
が

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
評
価
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

木村プラタナさん（タイ王国出身）
　国際交流教室や料理教室など、国際交流活動を
通して、タイの文化を伝えている木村さん。「石
岡は私にとって第二のふるさと。来日した当初、
言葉も分からず不安な気持ちを抱えていた私を、
周囲の方々は親切に助けてくださいました。
　国際交流活動で、タイの文化を伝えるだけでは
なく、私自身も日本の文化を学んでいます。日本
人・外国人の間で互いの文化を理解し合うきっか
けを作ることができたら、嬉しいです」

■問い合わせ
政策企画課
☎ 23-1111

（内線 226）

ISHIOKA
  JOURNAL IS

H
IO

KA JOURN
A

L

「様々な文化を背景とした人々が互いの
文化を尊重しながら共に生きる社会（多
文化共生社会）」を目指して、様々な取
り組みを紹介します。

◀ 踊 り な ど の 際 に 身 に つ け る
チュッタイと呼ばれる衣装

◀社員同士が仕事で助けられた
ことなどを投書し合い、褒めた
人には 1 ポイント、褒められ
た人には２ポイント与えられま
す。１ポイントにつき缶ビール
を配布。また、従業員全てのポ
イントを年間で集計し、ポイン
ト×１缶相当額を石岡市へ寄附
するなど「褒める文化」を大切
にしながら社会貢献に取り組ん
でいます。

タイの笛。演奏をしながら踊るこ
ともあるそうです▼　　

タイ王国
国民の 90% 以上が仏教
徒の国。国土は日本の約
1.4 倍（51 万 4,000 平
方キロメートル）。古都
アユタヤ」をはじめ、仏
教文化を反映した歴史的
価値の高い遺跡は、世界
遺産として登録されてい
ます。

２５　広報いしおか７月１日号  №２３４



時
憶記
の

文化振興課
シリーズ113

☎43-1111
（内線1324）

　

八
郷
地
区
の
柿
岡
・
佐
久
は
、
県

史
跡
の
丸
山
古
墳
や
、
市
史
跡
の
佐

自
塚
古
墳
な
ど
が
存
在
す
る
県
内
屈

指
の
古
墳
時
代
前
期
―
４
世
紀
の
古

墳
の
集
中
地
で
す
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
古
墳
に
埋
葬
さ
れ

た
有
力
者
は
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
を
解
く
手
が
か
り
が
、
平
成

25
年
、
佐
久
上
ノ
内
遺
跡
の
発
掘
調

査
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
農
道
建
設

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
７
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
４
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

《
７
月
の
お
は
な
し
会
》

・
18
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

中
央
公
民
館

《
７
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
11
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
か
ら

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
お
よ
そ

30
分
で
す
。

ＨＰ

http://lib.city.ishioka.lg.jp/

休館日

７月
６日
13日
20日
21日
27日
30日

課
題
図
書
の
貸
し
出
し
を

　
　
　
　
　
　

始
め
ま
す
！

　

７
月
１
日
（
水
）
か
ら
市
内
在
住

の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
夏
休
み
の

課
題
図
書
を
貸
し
出
し
ま
す
。必
ず
、

自
分
の
「
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
」
で

借
り
て
く
だ
さ
い
。
対
象
学
年
の
み

の
貸
し
出
し
と
な
り
ま
す
。

★
貸
出
冊
数　

１
人
１
冊
ま
で

★
貸
出
期
間　

１
週
間
（
延
長
は
で

　
　
　
　
　
　

き
ま
せ
ん
）

□
第
61
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書

小
学
校
低
学
年
（
１
・
２
年
生
）　　

・
あ
し
た
あ
さ
っ
て
し
あ
さ
っ
て

・
は
こ
ぶ　
　
　
　
　
　
　

他
２
冊

小
学
校
中
学
年
（
３
・
４
年
生
）

・
ぼ
く
は
う
ち
ゅ
う
じ
ん

・
か
ぐ
や
の
か
ご　
　
　
　

他
２
冊

小
学
校
高
学
年
（
５
・
６
年
生
）　　

・
ぼ
く
の
、
ひ
か
り
色
の
絵
の
具

・
レ
ジ
ェ
ン
ド
！　
　
　
　

他
２
冊

中
学
校　
　
　
　
　

・
ブ
ロ
ー
ド
街
の
12
日
間

・
う
な
ぎ　

一
億
年
の
謎
を
追
う

・
夏
の
朝　
　
　
　
　
　
　

高
等
学
校　
　
　
　

・
マ
ラ
ラ
：
教
育
の
た
め
に
立
ち
上

　

が
り
、
世
界
を
変
え
た
少
女

・
ペ
ン
ギ
ン
が
教
え
て
く
れ
た
物
理

　

の
は
な
し

・
希
望
の
海
へ　
　
　
　
　

□
第
43
回
茨
城
新
聞
小
学
生
読
書
感

想
文
コ
ン
ク
ー
ル 

課
題
図
書

小
学
校
低
学
年
（
１
・
２
年
生
）

・
キ
ャ
ン
プ
！
キ
ャ
ン
プ
！
キ
ャ
ン
プ
！

・
ら
く
だ
い
お
ば
け
が
や
っ
て
き
た

・
ル
ル
と
ラ
ラ
の
ふ
ん
わ
り
ム
ー
ス

・
ふ
ら
い
ぱ
ん
じ
い
さ
ん　

他
３
冊

７月から平日の開館
　時間を延長します！
開館時間
（平日）
午前９時～午後７時まで
※休館日を除く
（土・日・祝）　
午前９時～午後５時まで

小
学
校
中
学
年
（
３
・
４
年
生
）

・
犬
と
い
っ
し
ょ
に

・
カ
ラ
ス
ネ
コ
チ
ャ
ッ
ク

・
お
か
あ
さ
ん
の
そ
ば
が
す
き

　

犬
が
教
え
て
く
れ
た
大
切
な
こ
と

・
ハ
ン
ナ
の
学
校　
　
　
　

他
３
冊

小
学
校
高
学
年
（
５
・
６
年
生
）　　

・
金
の
月
の
マ
ヤ
１

・
な
み
だ
の
穴

・
べ
ん
り
屋
、
寺
岡
の
夏

・
焼
き
上
が
り
５
分
前
！　

他
３
冊

に
伴
い
発
掘
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
幅
３
ｍ
前
後
で
深
さ
１
ｍ
程
あ

る
古
墳
時
代
前
期
の
溝
を
発
見
し
ま

し
た
。
発
掘
で
き
た
の
は
東
西
方
向

と
南
北
方
向
の
一
部
で
し
た
が
、
東

西
方
向
の
溝
の
延
長
線
上
の
航
空

写
真
を
見
る
と
、
黒
い
部
分
が
続

き
、
そ
し
て
南
に
向
か
っ
て
直
角
に

曲
が
っ
て
い
ま
す
（
写
真
）。
こ
の

黒
い
部
分
は
，
考
古
学
で
は
ソ
イ
ル

マ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
地
下

に
遺
跡
が
あ
る
た
め
に
土
壌
の
乾
燥

状
態
が
異
な
り
、
そ
れ
が
反
映
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ソ
イ
ル
マ
ー
ク
を
参
考
に
す

る
と
、
東
西
70
ｍ
、
南
北
50
ｍ
以
上

の
範
囲
を
溝
が
堀
の
よ
う
に
方
形
に

囲
ん
で
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
溝
―
堀
の
区
画
は
古
墳
時

代
の
一
般
集
落
で
は
珍
し
い
も
の

で
、
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
有
力
者
が

住
ん
で
い
た
「
豪
族
居
館
」
の
可
能

性
が
高
く
、
石
岡
市
で
は
初
め
て
の

発
見
に
な
り
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
溝
内
部
の
ほ
と
ん

ど
は
今
回
の
調
査
範
囲
の
外
で
し
た

が
、将
来
発
掘
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、

豪
族
の
住
ま
い
の
跡
や
、
儀
式
の
跡

が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲遺跡の航空写真（写真上が北）

│
古
墳
時
代
の
豪
族
居
館

近
年
の
調
査
成
果
か
ら

　

佐
久
上
ノ
内
遺
跡

小
学
校
中
学
年
（
３
・
４
年
生
）

小
学
校
高
学
年
（
５
・
６
年
生
）

小
学
校
中
学
年
（
３
・
４
年
生
）

小
学
校
高
学
年
（
５
・
６
年
生
）

中
学
校　
　
　
　
　

高
等
学
校　
　
　
　

小
学
校
低
学
年
（
１
・
２
年
生
）

➡

➡

広報いしおか７月１日号  №２３４　２６



　

 　
　

 　

 　

川　

又　

関　

清
志　

紫
峰
筑
波
の　

橅ぶ
な

の
木
若
葉

　

春
の
息
吹
に　

衣
替
え

若　

松　

川
崎　

洋
子

多
く
語
ら
ぬ　

静
か
な
母
の

　

そ
ば
で
同
居
の　

猫
昼
寝

　

 　
　

 　

 　

国　

府　

篠
原
美
千
代

花
も
葉
と
な
り
ゃ　

気
も
落
ち
着
い
て

　

山
家
涼
し
い　

水
の
音　

　

 　
　

 　

 　

杉　

並　

助
川　

浩
史

故く

に郷
へ
帰
れ
ぬ　

多
く
の
人
が

　

憎
む
原
発　

放
射
能　

　

 　
　

 　
　

国　

府　

大
西　

和
子

浄
土
見
た
よ
と　

目
が
細
ま
っ
た

　

母
の
小
袖
に　

桜
散
る

　

 　
　

 　

 　

下　

林　

加
藤　

弥
生

紫
峰
筑
波
も　

衣
を
替
え
て

　

若
葉
新
緑　

初
夏
の
朝

　

 　
　

 　

南　

台　

月
乃
香
倶
耶
姫

萌
え
る
若
葉
も　

一
夏
す
ぎ
り
ゃ

　

恋
に
焦
が
れ
て　

燃
え
る
紅

あ
か

　

 　
　

 　

 　

石　

岡　

石
塚　

芳
華

心
づ
く
し
も　

い
っ
し
ょ
に
入
れ
る

　

夫つ
ま

の
徹
夜
に　

濃
い
新
茶

　

ま
ち
の
文
化
「
一
日
体
験
」
に

参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　

  

助
川　

浩
史　

　

三
月
十
五
日
の
日
曜
日
に
文
化
協
会

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
テ
ー
マ

は
「
ま
ち
の
文
化
・
一
日
体
験
」
〜
み

て 

き
い
て 

ふ
れ
て
み
よ
う
〜
と
言
う

も
の
、
今
年
は
八
郷
地
区
の
石
岡
市
中

央
公
民
館
に
お
い
て
朝
十
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で
行
わ
れ
た
。

　

文
化
協
会
の
三
十
以
上
あ
る
団
体
か

ら
十
九
の
部
門
が
参
加
し
た
。
私
達
の

石
岡
俚
謡
会
も
昨
年
に
引
き
続
い
て
参

加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ん
に
文
化
協
会
は
ど
ん
な
事
を
し
て

い
る
の
か
を
知
っ
て
頂
く
こ
と
と
、
皆

さ
ん
に
趣
味
を
一
つ
増
や
し
て
楽
し
ん

で
頂
く
と
同
時
に
友
達
も
増
や
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
も
目
的
の
一
つ
で
す
。
特
に
会
社

定
年
後
と
か
家
業
は
子
に
任
せ
た
方
と

か
が
、
こ
れ
か
ら
の
第
二
の
人
生
に
何

か
一
つ
や
ろ
う
と
言
う
方
は
大
歓
迎
で

す
。
私
達
は
交
代
で
他
の
団
体
を
見
学

し
て
み
ま
し
た
。
舞
台
で
は
囃
子
連
合

の
お
囃
子
の
太
鼓
の
技
、
日
舞
の
素
晴

ら
し
い
舞
い
、
民
謡
の
唄
に
も
聞
き
惚

れ
ま
し
た
。
私
は
、
大
正
琴
を
体
験
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ど
れ
も
そ
う
は

簡
単
で
は
な
く
お
稽
古
の
積
み
重
ね
で

上
達
す
る
の
で
し
ょ
う
。
盆
栽
の
作
り

方
コ
ー
ナ
ー
に
は
か
な
り
の
人
だ
か
り

で
し
た
。
八
郷
写
真
ク
ラ
ブ
と
俚
謡
会

　

 　
　
　
　

 

東
石
岡　

田
村　

満
佐

き
ら
き
ら
と
光
を
か
へ
す
流
れ
よ
り
か

じ
か
の
声
の
き
こ
え
来
に
け
り

　

 　
　

 　
　

 

井　

関　

木
間
塚
具
子

弟
は
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
で
戦
死
す
と
祖
父
か

ら
聞
き
し
は
吾
の
み
に
し
て

　
 　

　

 　
　

 

茨　

城　

大
澤　

酉
雄

い
つ
し
か
に
ど
こ
か
へ
流
れ
ゆ
く
小
川

水
を
し
み
つ
つ
あ
ぜ
道
あ
ゆ
む

貝　

地　

小
池
つ
と
夢

鶯
の
鳴
か
ね
ば
伴
侶
現
れ
ず

部　

原　

久
保
田
好
子

ビ
ー
ル
酌
む
夫
似
仕
草
の
次
男
坊

細　

谷　

松
﨑　

淑
子

手
巻
鮨
一
つ
覚
え
の
孫
の
味

柿　

岡　

山
下　

孝
幸

み
ど
り
燃
ゆ
山
の
湧
き
立
つ
加
波
筑
波

旭　

台　

綿
引
さ
か
え

蓮
ひ
ら
く
湖
の
日
の
出
の
し
づ
か
さ
に

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

　

 　
　

 　
　

 

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

紺
碧
の
海
の
か
な
た
の
島
影
に
祈
り
た

ま
ふ
よ
皇
后
さ
ま
と

　

    　

 　
　

  

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

老
い
た
れ
ば
せ
め
て
お
洒
落
し
お
ぎ
な

ふ
と
佐
藤
佐
太
郎
わ
が
師
は
記
す

短　
　

歌

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

   　

  

柿　

岡　

岡
村　

富
雄

六
歌
仙
小
町
の
塚
に
風
薫
る

　

 　
　

 　
　

  

柿　

岡　

大
塚　

博
子

植
田
は
や
力
満
ち
た
る
青
さ
か
な

　
　
　
　

   

嘉
良
寿
理　

島
田
美
沙
生

老
鶯
や
小
町
の
墓
地
に
切
せ
つ
と

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

　

 　
　

 　
　

 
片　

野　

小
野
瀬
も
と

久
し
ぶ
り
に
短う

た歌
の
友
ら
と
の
食
事
会

楽
し
き
話
に
時
は
過
ぎ
ゆ
く　
 

　
　
　
　
　
　

 

柿　

岡　

小
林　

渥
子

か
が
ま
り
て
仰
ぐ
山
百
合
二ふ

た
も
と

本
が
向
か

ふ
は
る
か
な
尾
根
抜
き
て
咲
く

　

 　
　

 　
　

山　

崎　
鈴
木　

菫

畑
起
し
よ
り
手
が
け
た
る
菜
園
の
青
菜
伸

び
し
を
浅
漬
に
す
る

俚　
　

謡

投
稿
作
品

石
岡
俚
謡
会

　
　
　
　
　
　

 

柴　

内　

羽
生　

俊　

  

句
日
記
を
書
け
よ
老
鶯
鳴
く
し
庭
見
つ

め
た
の
し
む
竹
の
天
頂

　
　
　
　
　

東
成
井　

小
島　

せ
ん

朝
明
け
に
夢
に
出
て
来
し
亡
き
友
の
い

や
な
つ
か
し
き
若
き
面
影

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

鈴
木　

君
江

母
の
日
に
親
孝
行
も
せ
ず
過
ぎ
し
遠
き

日
々
を
戻
し
た
き
今

　

 　
　

 　
　

 

東
光
台　

福
田　

康
夫

大
木
の
欅
の
下
は
オ
ア
シ
ス
だ
本
を
読

む
人
昼
寝
す
る
人

●
石
岡
市
民
謡
舞
踊
連
合
会

・
第
37
回
夏
祭
り
民
謡
・
舞
踊
夢
の  

競
演

　

昭
和
54
年

に
第
一
回
を

開
催
し
て
以

来
、
今
年
で

37
回
目
を
迎

え
ま
す
。

　

何
時
か
ら

と
も
な
く
唄

い
継
が
れ
た

各
地
方
の
民

謡
、
そ
し
て
優
雅
に
舞
う
民
謡
・
新

舞
踊
と
、
会
員
一
同
の
日
ご
ろ
か
ら

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
気
軽
に
お

出
で
く
だ
さ
い
。

日

　時　

７
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
開
演

場

　所　

石
岡
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

藤
岡　

☎
２
６
・
１
０
７
４

文
芸
い
し
お
か

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
（
俳
句
・

短
歌
・
俚
謡
・
市
民
ず
い
ひ
つ
）
を
募
集

し
ま
す
。
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
送
付
先　

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
広
聴
課
「
文

芸
い
し
お
か
コ
ー
ナ
ー
」
係
ま
で

の
コ
ラ
ボ
も
好
評
で
し
た
。
後
日
、
今

回
も
い
ろ
い
ろ
と
指
導
を
受
け
た
文
化

振
興
課
の
木
植
さ
ん
と
長
島
さ
ん
の
話

で
は
、
入
場
者
は
１
２
０
０
人
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

２７　広報いしおか７月１日号  №２３４



　　　　　　　　　　小見
元気いっぱいな大翔君。一
人歩きも上手になったね。
これからも元気で大きく育っ
てね。

富田 大
はる と

翔ちゃん（１歳１か月）

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

　　　　　　　　　    　
　                            　　　　石川
家族みんなから愛されるおてん
ば娘 !!イチゴが大好き。パパ
とママの元気の源です。

鬼沢 ゆすらちゃん（10 か月）

わが家のアイドル

平成27年7月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

〈表紙の写真〉
　満点に輝く星空。夏は明るくはっきりと天の川が夜空を彩る季節。
　ここ石岡市には、観測ポイントがたくさんあります。ぜひ、皆さん
も今年の夏は星空散策をしてみませんか。

　

今
年
も
、
市
民
盆
踊
り
実
行
委
員

会
主
催
に
よ
る
、
第
39
回
納
涼
市
民

盆
踊
り
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家

族
、
ご
友
人
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

《
開
催
日
》　

８
月
１
日
（
土
）
午
後

４
時
〜
８
時

＊
雨
天
の
場
合
は
、
２
日
（
日
）
に

順
延
し
ま
す
。

《
会
場
》　

い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場

《
内
容
》　

・
子
ど
も
輪
投
げ
大
会

・
お
楽
し
み
抽
選
会　

抽
選
券
は
１

人
１
枚
（
先
着
８
０
０
人
）。
受
け
付

け
は
午
後
４
時
か
ら
７
時
ま
で
。

・
盆
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

　

盆
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た

人
に
は
、
も
れ
な
く
参
加
賞
を
、
入

賞
者
に
は
素
敵
な
賞
品
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

※
午
後
７
時
以
降
の
子
ど
も
の
参
加

は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

夕
市
で
の
出
品
者
・
団
体
を
募
集

◇
先
着
６
店
舗
程
度

◇
出
店
料　

２
０
０
０
円
（
テ
ー
ブ

ル
、
イ
ス
そ
の
他
必
要
な
備
品
は
、

各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
ホ
ッ
ト
プ

レ
ー
ト
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

お
た
の
し
み
抽
選
会
の
賞
品
を
募
集

　

商
店
会
や
企
業
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
７
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
事
務
局

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
民
盆
踊
り
実
行
委
員
会
事
務

局
（
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
内
）

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
０
） 

 

同
時
に
夕
市
も
開
催

楽しむ
イベント

納
涼
市
民
盆
踊
り
大
会
を
開
催

▲昨年の盆踊り大会の様子
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